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  序文


  



  聖書朗読：歴代誌上二八章、二九章


  



  この二つの章が見せているものは、それが実現されるとき、私たちの問題をすべて解決するものであり、私たちをあらゆる困難から解放するものです。一言で言うと、それは霊的拡大です。私たちの問題の大部分は、私たちの狭量さのためです。パウロの理解によると、拡大がコリントの数々の重大な問題に対する解決法でした。彼が直面していた問題や困難はご存じでしょう。ついに彼は心からの思いをすべて打ち明けました、「私たちの口はあなたたちに向かって開かれています。ああ、コリント人よ、私たちの心は広くされています。あなたたちは、私たちによって狭くされているのではなく、自分自身の情緒によって狭くされているのです。どうかあなたたちも広くされて、私たちに報いてください」（二コリント六・十一～十三）。これは包括的な総括の言葉であって、「あなたたちの間の揉め事、問題、困難はみな、あなたたちの狭量さのせいです。もしあなたたちがもっと広量な人々だったなら、こうしたことの多くは全く消え去っていたでしょう。解決法は広くされることなのです！」ということをまさに意味します。確かにしばしばあることですが、様々な異なる領域で破綻が生じるのは、それを対処するのに十分な大きさの度量を持つ人が一人もいないためです。問題に取り組むのにふさわしい度量を持つ人がだれかいさえすれば、状況は救われていたはずです。今日、あらゆる種類の疾病が教会を悩ませており、キリスト教を動揺させています。そうした疾病について述べるまでもありません。私たちはそうした疾病にすでに気づいているからです。しかし、それらの疾病の主な原因は、霊的度量の欠如です。あるいは、再び別の言い方をすると、それらの疾病はけちな狭量さのせいなのです。唯一の解決法は、拡大であり、新たな地平であり、私たちクリスチャンがその中に導かれたものの偉大さについての新たな感覚です。しかし不幸なことに今日、クリスチャンの間には主の標準ではなくこの世の標準にしたがった偉大さしか見あたりません。あまりにも多くの方面でそうなのです。


  さて、聖書には四つの偉大な項目があります。それを「信仰の四本柱」、「四大項目」と呼んでもいいでしょう。今しがた読んだこの二つの章は、それをすべて網羅しています。型や原則として次のことが示されています。


  
    キリストの偉大さ。キリストはダビデの子であり、ダビデよりも偉大です。


    


    十字架の偉大さ。これは祭壇やいけにえの供え物全体の膨大さによって示唆されています。


    


    教会の偉大さ。教会は神の家です。


    


    神の御言葉の偉大さ。この二つの章はこれを二つの点で示唆しています。第一に、ソロモンが偉大だったのは彼が神の御言葉に対して忠実だったからにほかならないと述べられています。第二に、ダビデは神の家の図面をソロモンに委ねるにあたって、「彼はそれをすべて主から書き物として受けた」と述べられています――神の御言葉が支配していたのです。
  


  これが聖書の四大項目です。


  



  第１章 第一部：キリストの偉大さ


  さて、第一の項目――キリストの偉大さ――から始めることにします。ソロモンは予表としてキリストを示しています。ご存じのとおり、ソロモンの別名はエデデアであり、「神に愛される者」という意味です（サムエル下十二・二五）。ソロモンが選ばれた方法は、大いに注目に値するとても素晴らしいものです。さしあたって、これについて何か述べることにしましょう。しかし、ソロモンの誕生の時に語られた言葉を思い出してください、「ダビデは妻バテシバを慰め（中略）彼女は男の子を産んだ。ダビデはその名をソロモンと名づけた。主はこれを愛された。そして預言者ナタンをつかわして、彼は主のためにその子の名をエデデアと呼んだ」（サムエル下十二・二四、二五： アメリカ標準訳）。しばしの間、これを覚えておいてください。


  キリストの子たる身分


  しかし、ソロモンを通してキリストに近づく時、一般的な指針がいくつかあります。ソロモンは、第一に、神の御心にしたがった王職の全き思想が、原則と型において示されている人です。ソロモンの統治がイスラエル史の頂点だったことを私たちは知っています。イスラエル最大の王はダビデであると常に述べられており、確かにそうなのですが、ソロモンがダビデの栄光をすべて現したのです。ソロモンはダビデの王職が十分に成熟した結果であり、ソロモンはある霊的原則に基づいてイスラエル史上最高の王位の地位につきます。その原則とは子たる身分です。子たる身分は、神聖な思想が十分に成熟した結果です。神聖な意味における子たる身分よりも崇高な神の御心はなく、だれにとってもこれより偉大で高貴な可能性はありません。子たる身分への召しは、神がだれにでも差し出しておられる最大のものです。キリストにある子たる身分は完全であり、ソロモンは子たる身分というこの真理・原則を示しています。「ソロモンはわたしの子となり、わたしは彼の父となる」（歴代誌上二二・十）。「（主は私に多くの子を賜り）そのすべての子らのうちからソロモンを選び」（歴代誌上二八・五）。これは子たる身分を全く完全に彼に集約するものであり、キリストを指し示すものです。これは、神の御心によると王職とは何なのかを、十分に示しています。それは子たる身分です。


  ソロモンに言えること、また彼について記されていることはみな、キリストが霊的にどのような御方なのかを示す影にすぎません。きわめて豊かな意味を持つ頂石、神の完全な決定的啓示、神の語りかけから始めましょう。「神は、昔は、預言者たちにより、様々な部分に分けて、様々な方法で、先祖たちに語られましたが、この終わりの時には、御子にあって私たちに語られました」（ヘブル一・一、二）。あるいは文字どおりには「御子によって語られました」です。これより先には進めません。神はすべての部分の終わりに到達し、御子の中に包括性と最終性を見いだされました。ですから、これがソロモンが王職の最盛期に王位についた理由です。これは王職の原理の現れです。ですから、彼は神の思想――王職――の成熟した結果であり、完全な表現です。なぜなら、王職は神聖な観念であり、神の御心の中にある思想だからです。


  キリストの道徳的で霊的な王職


  さて、しかし、子たる身分について今しがた述べたことに関係することですが、王職に関するこの神聖な思想はたんなる役職や地位の問題ではありません。神の御心によると、王職はある種のパースンの問題であり――どんなパースンでもいいわけではありません。神はだれでも王にされるわけではありません。ある種のパースンの問題なのです。それは道徳的・霊的な問題です。道徳的で霊的な数々の要素が神の御座を支えており、神の王は道徳的で霊的な数々の特徴を完全に体現しなければなりません。神にとって、王が王たりうるのは、王的性格を持つ時だけです。王位継承者だったから王になるのではありませんし、他の選択方法で王に選ばれるのでもありません。神にとって、王職とは王的性格です。ソロモンは、驚くべきことに、神の主権によって、この地位につきました。予型に関するかぎり、この地位は王職の最高峰でした。とはいえ、予型は常にその実体に及びません。


  ソロモンからキリストに移ると、まさに卓越した形でこれを見ます。「わたしはわたしの王をわたしの聖なる山に立てた」（詩篇二・六）。なぜでしょう？キリストは王にふさわしいからです。完全な最も完璧な意味で、キリストは道徳的にも霊的にも、神のあらゆる崇高な御思いの化身です。イエス・キリストは主であると言う時、また、王権、主権、支配権、御国との関連でキリストについて考える時、私たちは一時的な事柄について考えているのではありません。霊的な事柄について考えているのです。キリストがその地位を保っておられるのは、性格のゆえであり、人格のゆえです。キリストのような御方はだれもいません。


  サタンの偽物


  しかし次に、別の点に注意する必要があります。王職に関するこの神聖な思想・観念はソロモンによって完全に示されていますが、神が御思いによって神聖な御旨を遂行しておられるところではどこでも、常に別の思惑も働いています。この別の思惑が神聖な思想に取って代わろうとしているのです。ですから、この王職の問題について、イスラエルの歴史を振り返らなければなりません。そうするなら、この神聖な思想が妨げられていることがわかります。実際に現世で王になった最初の人はサウルでしたが、サウルは神の意中の人ではなく、人の考えの化身でした。イスラエルの霊的生活が非常に低調で、霊的な事柄が支配的ではなかった時に、サタンが好機を得たのです――霊的生活が低調になる時はいつもそうです。サタンが押し入って、この霊的状態を利用し、低調で貧弱な霊性しかない人々に、この王職の思想を提案しました。これは次のことを意味します。すなわち、人々は神の御思いや神の御心を知らずに（この人々は御霊の人ではなかったからです）、この提案を受け入れて、自分たちの思いに従って王を見つけたのです。こうして人々はこの問題を性急に推し進め、神の御思いを後回しにして、サウルを王位につけました。これが何度も何度も起きたことがおわかりでしょうか――神が御思いによって神聖な御旨を遂行しようとすると、敵がその機先を制して、同じ原則に基づいてはいるものの種類の異なるものを持ち込もうとするのです。ソロモン自身についても、これがまさに起きそうになりました。ソロモンは選ばれ、ダビデはソロモンについて言葉を発しました。すると、その兄弟であるアドニヤが奸計を働いて、自分の周りに指導者たちを集結させたのです。彼は宴席を設けて、王として宣言されました。それは王座をソロモンから遠ざけるためでした。神に感謝します。この企みは成功しませんでした。しかし、何が起きたのかはわかりますし、この事件が通常の出来事といかに符号するのかもわかります。これが究極的形で起ころうとしています。神は決定的かつ完全にご自身の王――御子――をもたらそうとしておられます。そしてサタンは、王職に関する人の思想全般の化身である反キリストを前面に押し立てて、神を試み、神を出し抜こうとしています。


  次のことに注意しようではありませんか。こうした重大事だけでなく、あらゆる事柄で、低調な霊的生活は常にサタンに絶好の機会を提供するものなのです。サタンはその機会を利用して、神の原則に則ってはいるものの、それ自身は誤謬であるものを持ち込もうとします。霊の命が満ち満ちている時だけ安全です。これがソロモンの時に明らかになりました――イスラエルは満ち満ちていたので安全だったのです。他のものが入り込む余地はいっさいありませんでした。犬のように異端をくまなく警戒し、健全な状況かどうか見張って、疑いの目を向けても、そのような方法で安全は実現されません。安全はイエス・キリストの絶対的主権と、それが意味するいっさいの意義によります。神の民がそこに到達するとき、他のことがうまくいくかどうか、心配する必要は全くありません。最初に述べたように、あらゆる種類の疾病が教会を苦しめていますが、それは霊の命の乏しさのせいです。そして、教会を苦しめている疾病とは、疑い、偏見、恐れです。こうしたあらゆるものが横行していて、教会の命を損ない、麻痺させているのです。霊の命の大洪水に浸り、御座のキリストから発するあらゆる恩恵にあずかりさえすれば、私たちはこうしたものから完全に解放されるでしょう。そして、神の家を建てる働きに取り組めるでしょう。「これは安全だろうか、大丈夫だろうか？」という疑問に終始かかりっきりになる必要はありません。サウルは人の考えの化身であり、神の御思いの化身ではなく、反キリストのようにこの神聖な思想を二の次にさせようとする者でした。しかし、この企ては失敗しました。人の考えは、神の道に割り込むなら、必ず失敗します。最後には失敗するのです。


  主権的恵み


  ソロモンについてもう一点述べましょう。ソロモンが王位について、それを保持したのは、神の主権によりました。なぜなら、彼は神に愛されている者だったからです。この二つは常に共に進みます。確かに主権のおかげなのですが、これは彼が神に愛されている者だったからです。ソロモンの誕生には秘密がありました。バテシバが何者か、何が起きたのか、私たちは知っています。ソロモンの誕生には悲劇と失敗が関係していました。しかし、色々質問しだすなら、私たちは困難に陥るでしょう。しかし、この出来事の背後に働いている主権を、私たちは見なければなりません。私たちはこの出来事を主イエスに結びつけたりはしませんが、他方、主イエスの場合についても一つの系譜があって、この素晴らしい原則が働いています。それは主権的恵みです。ああ、主権的恵みをソロモンほど完全に体現した人はいません。主イエスの系図を覚えておられるでしょうか？その系図は福音書の冒頭に記されており、何人かの人について述べています。遊女ラハブ――キリストはこの人の子孫でした。それからモアブ人のルツもいます。この人たちはキリストに至る暗い行程である、と言う人もいます。しかし、そうでしょうか？それは見方によります。この人たちを通して主権的恵みの化身である御方が生まれました。これについてはこう言えば十分です。ラハブに対する恵み！彼女は神聖な系図にふさわしいでしょうか？ルツはどうでしょうか？ルツはモアブ人の女性でしたが、モアブの民と国について御言葉はこう述べています、「モアブ人は主の会衆に加わってはならない。彼らの子孫は十代までも、いつまでも主の会衆に加わってはならない」（申命記二三・三）！何が問題だったのでしょう？恵みが律法に打ち勝ちました――これがすべてです！「罪が満ち溢れたところには、さらに豊かに恵みが満ち溢れました」（ローマ五・二〇）。そして、これはキリストの内に集約されています。よく注意してください。キリストが予型としての死と葬りと復活により、私たちのために恵みの御業をすべて成就されたのは、ヨルダン川においてでした。ヨルダン川で天が開け、「これはわたしの愛する子である」という御声が聞こえました（マタイ三・十七）――キリストは神の愛する者です。他方、愛されることは完全に恵みに基づきます。「神は御子にあって私たちを受け入れてくださいました」（エペソ一・六）。「神は私たちを暗闇の力から解放して、愛する御子の王国に移してくださいました」（コロサイ一・十三）。ですから、ソロモンが主権により王座についたのは、彼が主の愛する者だったからにほかなりません。もちろん、私が述べているのは、神と等しい御方である主イエスの神聖な権利のことではありませんし、その統治権や主たる権利のことでもありません。というのは、私が見るところ、聖書が第一に述べているのは、この宇宙の外にいて私たちから遠く離れている神やキリストについてではないからです。聖書が特に述べているのは、どのように神とキリストが私たちの生活の中に、私たちの世界の中にやって来られたのかということであり、いかなる根拠に基づいてこの世、この被造物を受け入れてくださったのかということです――その根拠とは恵みです。そして、子たる身分は、新約聖書に関するかぎり、常に神聖な恵みとつながっています。子たる身分は贖い、和解、義認にあります。子たる身分は霊的なものであって役職ではなく、神の恵みによるのです。


  どうして神はソロモンのために、これほど気前よく無制限に働かれたのでしょう？この問いに答えるにはサムエル記、列王記、歴代誌の多くの箇所が必要です。説明すべき背景だけでもたくさんあり、できるだけ説明したとしても、全く不十分です。しかし、読むとわかるように、ソロモンのいるところでは、主はできるだけ彼に良いものを与えようとしておられたように思われます――主は与えに与えられたのです！主はソロモンに富と栄誉をお与えになりました（歴代誌下一・十二）。ソロモンに何かを与える時はいつも、神には何の制限もなかったかのように思われます。なぜでしょう？主はソロモンを通して一人の御方をご覧になっていたからです。神の意図は、他の何者にもましてソロモンが主イエスを十分に表現することでした。神は実質的にこう言われました、「この実体を表そうとするからには、本物を表す必要があり、徹底的にやる必要があります」。神は可能なかぎり一人の人と共に進まれましたが、その人はこの霊的な意味においては実際の御子ではありませんでした。神は常に別の御子をご覧になっていたからです。


  親愛なる友よ、これから次のことがわかるのではないでしょうか？すなわち、主イエスを真に理解して認識することこそ、神の御顔に至る道なのです。あなたは霊的豊かさを願っておられるでしょうか？ソロモンが受けて持っていた、この富をことごとく経験することを願っておられるでしょうか？神の微笑みが自分の上にとどまって、神が無制限に自分を霊的に拡大してくださることを、あなたは願っておられるでしょうか？どうすればこれは実現するのでしょう？努力や探求によってではありませんし、内なる内省、奮闘、努力の類によってでもありません。そうではなく、御子をよく認識すること、キリストによって占有されること、聖霊によって実際に神の御子を見て理解することによります。神は御顔の光により、あなたに賜物を与え、あなたに導きと教えを与え、あなたを富ませて広げることができますが、この神の御顔の光の中を歩む道は主イエスをよく理解することです。キリストに満たされなさい。そうするなら、圧迫は去ります。ソロモンが王座についていた当時、周囲に安息があったことがわかります（列王記上四・二四）。国土には安息があり、民も安息していました――彼らは自分の魂に安息を得ました。主イエスが王座について、私たちが御霊によって彼を見る時、まさにこのとおりです。圧迫は去り、安息が内側に訪れて、内なる内戦はやみます。そうです、これはみな、神の御子が全き地位につかれること、私たちが御子に占有されて御霊によって御子を見ることにかかっているのです。


  これは、キリストの偉大さを垣間見る、断片的なものにすぎません。しかし、ああ！次のことは確実です。すなわち、教会の霊的状態が再びソロモンの時代のイスラエルのようになるには、私たちは偏狭な真理理解から離れて、心を大いに広くされなければなりません。どうか主が私たちに、私たちの思いを超えた大いなるキリスト、大いなる十字架、大いなる教会、大いなる神の御言葉を見る目を与えてくださいますように！


  



  第２章 キリストが持っておられるものの偉大さ


  



  聖書朗読 列王記上十章


  



  この章で、ソロモンはキリストの偉大さの三つの面を示しています――キリストの豊かさ、食物、知恵です。再び私たちは次の疑問を感じずにはいられません。「どうしてこんなに詳細に述べているのでしょう？この三つの書――サムエル記、列王記、歴代誌――はどうしてこんなにも紙数を費やして、ソロモンの偉大さを仔細かつ徹底的に示しているのでしょう？特に、この三つの方面でそうしているのはなぜでしょう？」。これには二重の答えがあります。第一の答えは、すでに示したことです。すなわち、ソロモンは主権によって選ばれて、ダビデの偉大な子孫に関する神の御思いと、神の御心に適う子たる身分の真の意味を示しているからです。第二の答えは第一とは別のものではなく、その一部にすぎません。すなわち、その目的は神の栄光を見せること、言い換えると、神に栄光を帰すことだったからです。


  キリストの豊かさ


  （ａ）神の栄光を示すため


  ダビデがこのためにどのように用意したかは覚えておられるでしょう。彼は富を掻き集めました。金製品のために金を、銀製品のために銀を、また金属と宝石を掻き集め、さらに自分の莫大な宝――それはなんと莫大な宝だったことか！――を加えて、それを主の家のために主にささげたのです（歴代誌上二八章と二九章）。これは壮大な描写であり、非常に豊かで圧倒的なほどです。しかし、ダビデは それらを前にして突如として沈み込んでしまったかのようです。その箇所を読むと、何だか落胆している感じがします。立ち上がって雄弁に、主にすべてをささげることとそうすることの喜びについて述べたのに、突然別の声がして、穏やかに、静かに、制止して言います、「しかし、結局のところ、私たちは何をしたというのでしょう？私たちはあなたのものをあなたにささげたにすぎません。それはみなあなたのものです。私たちの富ではなく、あなたのものなのです」。「ああ、主よ、偉大さ、力、栄光、勝利、尊厳はあなたのものです。天と地にあるものはみな、あなたのものだからです」。結局のところ、それは主の栄光であって、私たちの栄光ではありません。ダビデはそれをすべて息子のソロモンに譲りました。そして、息子がそれをすべて受け取って、神のこの栄光、神のこの富を、神の家という具体的な形で表して、神に栄光を帰したのです。なぜならこの家は「人のためではなく、主なる神のため」であり、「きわめて壮大でなければならない」からです（歴代誌上二九・一、二二・五）。


  この描写全体を貫いている支配的要素、そして隅々まで詳しく述べている理由は、神の栄光です。ですから、この豊かさはキリストの栄光の豊かさなのです。ソロモンの富と栄光は過ぎ去っていきました。しかし、偉大な御子、御父のひとり子の場合、その真の富――それは尽きない富であり、決して過ぎ去りません――は教会の中に貯えられており、教会に委ねられています。後で見ますが、それは教会によってその富を示すためです。しかし、さしあたって、「その富はまずキリストの中に集約された」と述べておくことにしましょう。


  ですから、冒頭の問いに対する最終的な決定的答えはこうなります。すなわち、ソロモンの富に関するこの壮大な詳しい描写は、私たちを導いて神に栄光を帰させるためであり、私たちを礼拝する民とならせるためなのです。なぜなら、まさにこれが現実に起きたからです――神の栄光が一人の人（しかし、なんという人でしょう！）によって表された時、それは礼拝する民を生み出す結果になったのです。


  



  （ｂ）御民を豊かにするため


  シバの女王が来て見学したのは、主の御名のゆえでした（列王記上十・一）。主の御名は次のことと関わりがあります。すなわち、主の御名はキリストの豊かさと関係しているのであり、神の栄光は人々がキリストをどう見るのか、キリストを神の豊満なる御方としてどう経験するのかにかかっているのです。その結果はこうでなければなりません――私たちはこれから逃れられません――神の家の中でキリストによって神の真の豊かさが実際的に啓示される時、ただ主だけが栄光をお受けになるのです。第一のすべてを支配する要因は、神に栄光を帰すことです――これはみな神に遡ります、なぜなら、神がソロモンに富と力と知恵をお与えになったからです――これから直ちに生じる結果は、神の民が豊かになることです。神の気前よさは、決してソロモン個人に限られていません。一人の人が自分の王国の中を孤高の存在として独自に歩んで、自分の富をすべて自分のために費やすようではいけません。孔雀の一羽のように自分の栄光でふんぞり返って、ネブカデネザルのように、「この偉大なるバビロンは私が建てたものではないか……」（ダニエル四・三〇）とうそぶいたりしてはならないのです。ここではそのようなことはありません！直ちにわかるように、それは神の民という結果になります。それは神の民のためであり、神の民を豊かにするためです。個人の自己中心的な利益のためではなく、イエスラエルのためです。シバの女王はこれを指摘しました、「主はイスラエルをとこしえに愛しておられるので、あなたを王にされたのです」（列王記上十・九）。


  エペソ人への手紙を見ると、パウロはキリストを知る知識と、知恵と啓示の霊とを求めて祈っていますが、その祈りの中で注目すべき不思議な短い句を用いています。「それはあなたたちが、聖徒たちの間にある彼の嗣業の栄光の豊かさを知るためです」（エペソ一・十八）。これはどういう意味でしょう？神の奥義によると、これは次のことを意味するのかもしれません。すなわち、キリストは聖徒たちの間に何かご自身の嗣業となるものを持っておられるのです。それはキリストにとって得る価値のあるものであり――どうしてそうなのかはキリストだけがご存じです――ご自身の満足のためであり、それによってキリストご自身も豊かになります。どうしてそんなことがありえるのか私にはわかりませんが、次のことはわかります。すなわち、キリストは嗣業を御父からお受けになったのであり、神の全豊満はキリストの上に豊かに注がれてキリストの内に蓄えられていますが、キリストはそれを教会の中にもたらされたのです――キリストの嗣業は聖徒たちの間にもたらされたのです。これが本当に正しい解釈かどうか私にはわかりません。しかし、私は信じていますが、次のことには真理が含まれています。すなわち、キリストは御子として受け継いだ富を教会の中にもたらされたのです。ソロモンが神の家とイスラエルの中に神から与えられた莫大な富をもたらしたのとまさに同じです。それは聖徒たちの間にあるキリストの嗣業であって、ご自身のためではありませんでした。キリストは地上に来るまでもなくそれを持っておられました。「世が造られる前に、わたしがあなたと共に持っていた栄光」（ヨハネ十七・五）。キリストはすべてを持っておられました。彼が万物を創造されたからです。しかし今、キリストはご自身の豊かさを地上にもたらされました。「私たちはみな、彼の満ち満ちた豊かさの中から受けて、恵みに恵みを加えられました」（ヨハネ一・十六）。「キリストにあって、あなたたちは満ち満ちているのです」（コロサイ二・十）。これは彼の民のための富です。ですから、神の栄光はこの道によって働きます。


  親愛なる友よ、神の子供が霊的貧困に陥ること、教会が霊的富に欠けることは、神にとって栄光ではありません。神の御思い、神がそうしたいと願っておられることは、教会が夢想だにしなかったほど、教会をキリストの富によって豊かにすることです。パウロはこれを幾らか見て知っていました。「ああ、深いかな、その富は……」（ローマ十一・三三）。「神の恵みの豊かさ」（エペソ一・七）。キリストの富を一つ一つ熟考して、恵みの豊かさを完全に熟考するには、長い時間がかかるでしょう。ただこう言えるだけです。私にとって困難なのは、これらを別々に保つことです。私が見るところ、教会の偉大さは単独で取り扱うべきものです。しかし、ここでは同時に取り扱うことにします。キリストの豊かさ、富、気前よさ、キリストの内に蓄えられているものはみな、教会に対してであり、個人に対してではありません。それは団体的・集団的なものです。キリストの豊かさを入れるのにふさしい器には、からだ全体が必要でしょう。こう述べておいて、元に戻ることにしましょう。神の栄光を宿す民は、キリストの豊かさの恩恵にあずかるようになった民、そして日々、それによって生きる民です。


  



  （ｃ）御民によって分配するため


  この富は彼の民が分与・分配するためのものです――与えるのに十分な多くのものを彼の民が持つようになるためです。あなたは与えるに足る富を持っているでしょうか？あなたの執事職*はどんな具合でしょうか？必要を満たすのに十分な量を集めるのは、とても辛い重労働でしょうか？それとも、他の人々のためのゆとりがあるでしょうか？今はエペソ人への手紙の文脈で考えています――「この奥義の執事職」。この執事職は私たちに委ねられているものです。しかし、私たちは見なければなりません。「私たちの心の目が照らされて、神の召しの望みと、聖徒たちの間にある神の嗣業の栄光の富と、私たち信じる者たちに対して働く御力の卓越した偉大さを、知ることができますように」（エペソ一・十八、十九）。私たちは見て、知る必要があります。なぜなら、執事職を果たすには、それは内側から生じなければならないからです。これはみなソロモンの中にあり、彼の家族のため、国民のためでした。キリストの豊かさは、執事であるその民のため、教会のためです。これはあなたにとって奇妙な理解できないことではない、と私は信じています。しかし、そうだったとしても、大いに強調して言わせてください。これは私たちに対する神の御思いであり、御旨なのです。私たちはキリストの富の執事職を果たさなければなりません。これが私たちの召命であり、私たちの存在理由であり、私たちの務めに対する神の証明書なのです。他に根拠はありません。ものは持ったでしょうか？霊的必要に応じられるでしょうか？私たちが持っているものは、霊的弱さや制約といった問題を解決できるでしょうか？私たちの執事職が試されるのは、人々が絶望している時、人々が自分の必要に気づいた時です。その時こそ、私たちの主張の正しさがすべて立証される時です。私たちは必要なものを持っているでしょうか？これが私たちに関する神の御旨です。なぜなら、これはみな、ソロモンよりも偉大なキリストにある私たちのためのものだからです。


  
    * ここで「執事職」と訳した言葉は原文では"stewardship"であり、分け与える職務を意味します。文脈から判断すると、キリストの豊かさを分け与える職務を意味します。（訳注）
  


  キリストの食物


  （ａ）御民の満足


  この食物の問題――ソロモンが用意した一日あたりの食料――に触れることにします。キリストの満ち満ちた豊かさを認識し、意識し、理解して、日々生活すること――このような生活に神の栄光が宿ります。これは事実を述べたものであるだけでなく、神の御思い・御旨でもあります。神によって定められた地位にキリストがつかれる域に真に到達した人たちは――個人的に到達しただけでなく、他の信者たちとの関わりにおいても到達した人たちは――自分たちが霊的制約から解放されたことが、とてもよくわかります。多くのもの、富、豊かさ、開かれた天があって、主は制限されておられません。主は与えに与えてくださいます。キリストに属するこれらのものはみな一つながりであって、実際のところ切り離せません。キリストの富を知るには、大いなる十字架が必要です。キリストの富を表すには、大いなる教会が必要です。しかし、十字架が客観的にも主観的にも十分な地位を得るとき、天が開かれます。ヨルダン川の出来事が成就されて、神の愛する方の上に天が開かれます。この御方は大いなるエデデアであり、「主に愛される者」です。そして、「わたしの愛する者……」（マタイ三・十七）という証しがなされます。「神は愛する方にあって私たちを受け入れてくださいました」（エペソ一・六）。これはみな一つながりです。ヨルダン川、十字架が大いに必要です。しかし、それさえあれば、あなたに対する主の御思い、すべての人に対する主の御思いは、あなたが豊かな地で暮らすことなのです。霊的必要を満たすために奮闘する必要はありませんし、次の食物はどこから来るのかと心配する必要もありません。主が私たちに教えてくださる一つのことは、私たちは主の供給に信頼できるということです。これは素晴らしいことです！万事休すのように思われることがたびたびあるかもしれませんが、それは私たちを教えるための主の方法です。つまり、それは新たな始まりであって、まだまだ備えがあることを、主は私たちに教えてくださるのです。これはたんなるお題目ではなく、事実です。あなたがこれをどれくらい真に知っているのか、私にはわかりません。相当奉仕してきた人たちなら、これについて確かに何かしら知っています。何もなくなってしまったかのように思われるのですが、その次に新たな要求と新たな豊かさが臨んで、進み続けるのです。主は教会の中でこうされます。ああ、霊的飢饉！行き巡ってこう言う人々がいます、「霊的食物が全く見つかりません。食肉がなくて、何もかも貧相です！」と。ああ、これは主にとってどれほど不名誉なことであり、どれほど主の御心に反することでしょう！これはどれほどキリストを無きに等しい者とすることでしょう！それはなんとちっぽけなキリストを意味することでしょう！いいえ！神が栄光をお受けになるのは、イスラエルがソロモンの富を経験したのと同じように、神の民がキリストの豊かさを経験する時なのです。


  食物の目的は、民が満足することです。ソロモンの食物はこの満足のためでした。ソロモン自身の満足のためだけでなく、ソロモンに頼っていた人々の満足のためでもありました。そして、キリストのこの富、キリストのこの豊かさ、キリストにあるこの食物は、第一に、私たちを満足した民とするためです。私の推測ですが、ソロモンの栄光の時代、その土地を行き来するなら、民が大いに満足している光景を目にしたでしょう。神が栄光をお受けになるのは、神ご自身と御子に満足している民を神が獲得される時です。これは私たちに当てはまるでしょうか？もし当てはまらないなら、何かが間違っています。これが成就しないかぎり、私たちには何の証しも訴求力もありません。何の力も権威もありません。人々がクリスチャンである私たちの顔を見る時、何を見るでしょう？飢えでしょうか？それとも、満足している民でしょうか？私たちが人々に語りかけるとき、教理や聖書から語っているのでしょうか？それとも、自分の心で感じたことや経験から語っているのでしょうか？親愛なる友よ、神の御言葉は私たちに次の問いを突き付けます。あなたは自分の心の奥深くで主に満足しているでしょうか？あなたは満足しているでしょうか？主はあなたの欲するすべて、それ以上の御方でしょうか？これは単純な問いですが、試金石です。神の栄光は私たちが満足を得ることと関係しているのです。


  



  （ｂ）御民を成熟させるため


  第二に、食物は成長して成熟に至るためです。あなたは成長しているでしょうか？成長の証拠は次のとおりです。すなわち、あなたに対するこの豊かさは何か尽きることのないものであり、現在の差し迫った必要を超えたものなのです。この豊かさにあなたはここで出くわしますが、それを遥かに超えた何かがあることをあなたは理解します。あなたがその中に入った領域では、あなたは他の畑に行って落ち穂拾いをする必要はありません。なぜなら、あなたは欲しいものをすべてここに持っており、それを自分のものとして、それによって成長しているからです。これが当てはまるでしょうか？成長している民は、神に栄光を帰す民です。なぜなら、彼らはキリストにある一人の人の全豊満と身の丈に到達するからです。


  キリストの知恵


  （ａ）神聖な諸原則の開示


  ソロモンの知恵について述べている節がいくつかあります。ある節はこう述べています、「彼は草木のことを論じてレバノンの香柏から石垣にはえるヒソプにまで及んだ」（列王記上四・三三）。彼は草木についてどのように論じたのでしょう？彼はたんなる植物学者であって、木や花やその美しさ等について述べたのでしょうか？いいえ、草木は象徴であることを彼は示したのです。たんなる植物学ではありませんでした。教育者の中にはそのような知恵をだれにでも授けられる人がいますが、ソロモンのような知恵は授けられません。神がソロモンに知恵を授けられたのであり、ソロモンは草木を通して神の数々の原則を見たのです。レバノンの香柏とは何でしょう？それはまさに高貴さ、霊的偉大さの象徴です。旧約では草木は人を表す型であり、この節では草木という型の中にある特徴が秘められていて、神の御思いを表しています。ソロモンは外部構造の背後にある内的意義を透視して、被造物の中に見られる神の知恵を明らかにしました。一言で言うと、ソロモンは次のことを示したのです。すなわち、神が創造されたものにはみな、被造物としての意義やそれ自身の意義を超えた意義があって、神の御思いを表しているのです。天の法則、天体、自然の姿はみな、何らかの神の御思いや原則を表しています。ソロモンの知恵とは、自然における神の数々の原則を明らかにするものだったのです。


  



  （ｂ）神聖な奥義の理解


  「彼は三千の箴言を説いた。またその歌は一千五首あった」（列王記上四・三二）。箴言とは何でしょう？箴言とは隠れた意味を持つ発言です。同じ言葉が主イエスの話にも用いられています。私たちが使っている「たとえ」という言葉は、「箴言」を表す別の言葉にほかなりません。「彼はたとえによって語られた」（マタイ十三・三他）。すなわち、隠れた意味を持つ話をされたのです。ソロモンの知恵は、隠れた意味を明らかにするものでした。また、歌は――神を礼拝して崇める手段です。使徒が主イエスについて何と述べているか覚えておられるでしょう。「この方の内に……隠されています」（コロサイ二・三）。主イエスが私たちにたとえによって語られたことは、たんなる草木や自然についてではありません。彼は言われました、「あなたたちには、王国の奥義を知ることが許されています」（マタイ十三・十一）。主イエスにより、神の奥義が聖霊によって明らかにされます。それにより、被造物は自らの定めを理解するようになります。神の永遠の御旨を理解する道は主の秘密を見いだす道であることが、おわかりになるでしょうか？例えば、包括的なものである教会について取り上げましょう。「奥義」という言葉は教会と関係しています（エペソ三・三他）。教会は神の奥義、秘密です。この世が造られる前に、神は教会を御心に思い描いて、教会の永遠の使命を計画されました。その使命とは、代々の時代にわたって、教会が高貴な目的をもって神に仕えることです。これは深遠な神の秘密です。ではどのようにして、あなたや私は自分の運命を神の永遠の選びと召命にしたがって理解すればいいのでしょう？聖霊が私たちに神の秘密を啓示する以外にありません。「目が見たことのないもの、耳が聞いたことのないもの、人の心に思い浮かんだことのないものを、神はご自身を愛する者たちのために用意してくださいました。神はそれを私たちに御霊によって啓示してくださったのです」（一コリント二・九、十）。私が述べているのは、聖書を読んで、その字面を額面どおりに受け入れるだけでは不十分である、ということです。聖霊が神の隠れた意義を私たちに明らかにしてくださらなければなりません。なぜなら、神の隠れた意義はキリストの内に集約されているからです。キリストは神の知恵、神聖な知識の豊満、化身です。この化身によって、私たちはこの偉大な定めと御旨を理解するようになります。この定めと御旨のために、私たちはキリストにあって選ばれました。しかし、キリストのうちに何があるのかを私たちの心に明らかに示す聖霊の働きが必要です。御霊が何かをキリストにあって私たちに示されるのは、この道に沿って、またこのような方法によってでなければなりません。その時、「このようなものは見たことがありません！」と私たちは言うでしょう。それは啓示の力をもって臨み、その時から私たちを一変させて、大変化を生じさせます。これは聖書の一節を読む以上のことです。あなたはある節を数千回読んで、それを心で知っているかもしれません。しかし、御霊が語って、この馴染み深いものを照らされる時、その結果、あなたは新たな所に導かれるのです


  しかし、覚えておいてください。こうしたことはみな、実際のものにならなければなりません。シバの女王はソロモンの知恵を聞きました。また、主イエスは、「シバの女王はソロモンの知恵を聞くために来た」と言われました。御言葉がそう述べているのは承知していますが、御言葉はまた、「彼女はソロモンの知恵を見た」とも述べています。「シバの女王はソロモンのもろもろの知恵と、ソロモンが建てた宮殿、その食卓の食物と、列座の家来たちと、その侍臣たちの伺候ぶり、彼らの服装と、彼の給仕たち、および彼が主の宮でささげる燔祭を見た……」（列王記上十・四、五）。これは聞くべき知恵であっただけでなく、見るべき知恵でもありました。キリストの偉大さは耳を傾けるべきものであるだけではありません。それはキリストを取り囲む者たちの間に見られるべきものであり、現されるべきものです。教会は、あなたたちを暗闇から驚くべき光に招き入れてくださった方の卓越性を示すべきものです（一ペテロ二・九）。教会はこの知恵を示すべきものであり、この富を見えるようにするべきものです。すでに述べたように、キリストにあって得ている満足を私たちは示す必要があります。また、次のことにも注意しましょう。神の御思いを私たちが理解する時、それは私たちの理解の範疇のみにとどまりません。私たちはこれまでキリストの偉大さについて述べてきましたが、実際のところ、あなたはその意義を理解したわけではなく、「キリストは自分が思っていたよりも遥かに偉大です」という印象を持っただけかもしれません。たとえそうだったとしても、最初はそれで十分です。しかし、それ以上のものを求めてください。それがあなたの人生で内なる現実となり、効力を表すものとなるよう、求めてください。「ああ、なんというキリストを私は持っているのでしょう！」。


  



  第３章 御子としてのキリストの偉大さ


  さて、この特別な項目についてもっとよく考えることにします。この項目はキリストの偉大さというこの問題全体の核心です。このためにソロモンは選ばれたのであり、これはソロモンの意義を総括するものです。この項目とは子たる身分です。できるだけはやくソロモンからキリストに移ることにします。おそらく、これに関してソロモンについて述べられた言葉を思い出すことができるでしょう。主はダビデに言われました、「あなたの子ソロモンが、わたしの家およびわたしの庭を造ります。わたしは彼を選んでわたしの子としたからです。わたしは彼の父となります」（歴代誌上二八・六）。


  さて、この御言葉は、これに関する最初の手がかりとして、子たる身分というこの問題のための鍵を私たちに与えます。もう一度――特別な問題を扱う前に――この一般的な言葉を述べさせてください。ソロモンの意義は、この「子たる身分（sonship）」という言葉にあります。というのは、ソロモンの王職はイスラエル史上最高の君主政治でしたが、他方、神の御言葉が述べているように、ダビデはイスラエルの王たちの中で最大の者であって、ソロモンよりも上位にあるからです。人格という点では、確かにダビデはソロモンよりも遥かに偉大な人です。ダビデは神の御心に適う者であり、神は永遠にわたってダビデをイスラエル最高の王と見なされます。これを考えると、王職がダビデで終わらなかったのは驚くべきことと言えるでしょう。なぜ歴史はダビデで終わらなかったのでしょう？次の理由のためです。すなわち、ある霊的原則を神は主権的な方法で保たれたのです。その原則とは、すべては子たる身分に集約されなければならないということです。究極的には、子たる身分が神の御思いを完全に表現して、その具体化となります。ですから、ソロモンについて絶えず繰り返し述べられているのは、子たる身分なのです。「あなたの子を……わたしの子としたからです」。ダビデは言いました、「（主は私に多くの子を賜わり）そのすべての子らのうちからわが子ソロモンを選ばれた」（歴代誌上二八・五）――子たる身分は包括的なものであり、ある意味、排他的なものでもあります。ソロモンが関与する所を支配しているのは、この「子」という言葉です。次に、キリスト、ダビデのさらに偉大な子に来ると、すべてはキリストの子たる身分へと向かい、自らの特徴や意義をキリストの子たる身分から得ます。さて、これは事実を述べた一般的な話ですが、あなたたちはこれを覚えて思い巡らすといいでしょう。その理由は、先に進むにつれて明らかになります。


  この問題については、ヨハネとパウロが偉大な解説者であることがわかります。ヨハネは第一に御子としてのキリストを示します。ヨハネは自分の福音書を一つの文章にまとめました。それによると、福音書に記されていることには、一つの目的があります。「それは読者が、イエスはキリスト、神の御子であることを信じるためであり、また、そう信じて、イエスの名によって命を得るためです」（ヨハネ二〇・三一）。ですから、ヨハネは御子としてのキリストを示しているのです。ヨハネの目的はこのパースンです。


  パウロも御子としてのキリストを示しますが、さらに先に進みます。すでに述べたように、これに優るものは何もありませんが、私が言わんとしているのは次のとおりです。すなわち、パウロはさらに進んで、子たる身分の内容を開示しているのです。また、それに関連したある面があることを示しているのです。聖霊により私たちは子らです。キリストは第一の者であり、長子です。そして（神性の要素を除いて）子たる身分という関係の中に私たちは召されています。子たる身分の意義――その内容、解き明かし、関連性、包括性――がパウロの大きなテーマです。


  さて今回、しばらくの間、この二つの点に専念することにします。ここで御言葉をいくつか引用しなければなりません。


  
    「主はまた『あなたのために家を造る』と仰せられます。あなたの日が満ちて、あなたが先祖たちと共に眠る時、わたしはあなたの身から出る子を、あなたのあとに立てて、その王国を堅くするでしょう。彼はわたしの名のために家を建てます。わたしは永遠にその王国の位を堅くしましょう。わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となります。」（サムエル記下七・十一～十四）


    


   「彼はわたしの名のために家を建てます。彼はわたしの子となり、わたしは彼の父となります。わたしは彼の王位を永遠にイエラエルの上に堅くします。」（歴代誌上二二・十）


    


   「あなたの子ソロモンがわたしの家およびわたしの庭を造ります。わたしは彼を選んでわたしの子としたからです。わたしは彼の父となります。わたしはその王国を永遠に堅くします。」（歴代誌上二八・六、七）


    


   「私たちは、先祖たちに対してなされた約束の良いおとずれを、あなたたちに伝えているのです。神はイエスをよみがえらせて、私たち子孫にこの約束を果たしてくださいました。それは詩篇の第二篇にも『あなたはわたしの子。きょう、わたしはあなたを生んだ』と書いてあるとおりです。また、神がイエスを死人の中からよみがえらせて、今や二度と朽ち果てることがないことについては、『わたしはダビデに約束した聖なる確かな祝福をあなたたちに与える』と仰せられました。」（使徒十三・三二～三四）


    


    「いったい、神は御使いたちのだれに対して、『あなたはわたしの子。きょう、わたしはあなたを生んだ』と言い、さらにまた、『わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となる』と言われたことがあるでしょう？……しかし、御子については、『ああ、神よ、あなたの御座は、世々かぎりなく続き、あなたの真っ直ぐな杖は、あなたの王国の杖です』と仰せられました。」（ヘブル一・五、八）
  


  永遠の原則に基づく御子


  ソロモンに対して、またソロモンについて神が語られたことは、ソロモンによって完全かつ十分に成就されるべきものではありませんでした。これは明白なことだと思います。主がそう語られたのにはさらに深い考えがあって、主はソロモンの先を考えておられたのです。ソロモンは実際のところ、神ご自身の御思いによると、主イエスについて示していました。神は子たる身分について、王国と家について語られましたが、ソロモンはその一時的な部分的成就にすぎませんでした。神にはさらに深い考えがあったのです。（私たちは人なのでこのような話し方をします。神は過去、現在、未来という時間の枠組みの中で語られません。神にとってすべては現在であり、永遠の今です。神が語られた時、神の御心および意図にはキリストがありました。しかし、私たちに関するかぎり、私たちは時間の中にいますから、この御言葉の成就は将来と関係しており、主イエスと関係しています。）「わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となります」「わたしは彼の王国を堅くします」――これらの御言葉はソロモンについて語られました。しかし、雑作なくわかるように、主イエスの場合、無限に優れています。この御言葉には主イエスと関係する内容が込められていて、ソロモンの及ばない遥か彼方にまで至っているのです。そして、その証拠の一つは「わたしは彼の王座を永遠に堅くします」という主の御言葉自身です。この御言葉はソロモンやイスラエルには当てはまりませんが、主イエスには当てはまります。


  私が第一に強調しているのは、ヨハネやパウロは永遠の原則に基づく御子としてキリストを示している、ということです。ご存じのように、ヨハネはその福音書の中で、多くのとても印象的な方法で、これを徹底的に示そうとしています。冒頭の言葉は、「初めに言葉があった。言葉は神と共にあった。言葉は神であった」であり、明らかに、この子たる身分の永遠性を強調しようとしています。この言葉なる方は直ちに時間の中に到来されました。「言葉は肉体となって、私たちの間に幕屋を張られた」。これは時間の面であり、現在のことですが、他方は永遠です。ヨハネは他の数々の方法で御子の永遠性を強調しようとしていますが、ヨハネの福音書全体を通してきわめて印象的なのは、「わたしは在る（I am）」という名称の使い方です。この名称が登場するのは特にヨハネ十八章であり、際立っていると思います。この章の物語によると、番兵がユダに率いられて、イエスを捕らえにやって来ました。そこにイエスは弟子たちと共におられて、たいまつとあかりと武器を持った一団が到着しました。イエスが「誰を探しているのか？」と静かに言われると、彼らは「ナザレのイエスを」と答えました。そして、イエスが「わたしです（I am）」と言われると、彼らは後ずさりして地面に倒れました。イエスは再び「誰を探しているのか？」と言われました。「ナザレのイエスです」。「わたしである（I am）と言ったではありませんか」。「わたしである！（I AM!）」。あなたたちは直ちにモーセを思い出すでしょう。「そこでモーセは神に言った、私がイスラエルの人々のところへ行って、彼らに『あなたたちの先祖の神が私をあなたたちのところに遣わされました』と言うとき、彼らが『その名は何というのですか？』と私に聞くならば、何と答えましょうか？すると神はモーセに言われた、『わたしは在りて在る者（I AM THAT I AM）』です。また言われた、『イスラエルの人々にこう言いなさい。わたしは在る（I AM）という方が、私をあなたたちのところに遣わされました』」（出エジプト記三・十三、十四）。他の箇所で主イエスがこの名を名乗られたことを、あなたは覚えておられるでしょう。「アブラハムが生まれる前から、わたしは在るのです（I am）」（ヨハネ八・五八）。時制がごちゃまぜになっています！これは私たちを言語の外側に、時間や天然的感覚の外側に連れ出して、神の領域にもたらします。わたしは在る（I AM）は時間と全く関係ありません。わたしは在る（I AM）はこの世と全く関係ありません。わたしは在る（I AM）は永遠から永遠までです。ヨハネはこの永遠の土台に基づいて御子としてのキリストを紹介します。


  しかし、パウロは永遠のキリストを紹介するだけではありません。この永遠性の上に教会を建造し始めるのです。いま私の念頭にあるエペソ人への手紙とコロサイ人への手紙では、永遠におけるキリストを示しており、次に、「神は世の基を据える前から私たちをキリストにあって選」ばれたことを示しています（エペソ一・四）。この永遠の選び、任命、定めから、パウロは教会を建造します。彼は言います、「教会は時間に属するものでも、地に属するものでもありません。教会の源と基礎は永遠の過去にまで遡り、世々の時代にまで至るものなのです。教会にとって時間は束の間のものにすぎません」。パウロはキリストの永遠性の上に建造します。これは私たちに何を伝えているのでしょう？もちろん、これはこの第一のすべてを支配している要点――ソロモンに優るキリスト――を実証しているのです。ソロモンよりも偉大な者、御子がここで述べられています――御子はこの子（ソロモン）よりも無限に優っておられるのです！


  子たる身分とは何でしょう？神の全き御思いによると（ソロモンに関する神の部分的御思いのことではありません――それは絵図、型、肖像、影にすぎません）、子たる身分は永遠から発するものであり、もはや時間が存在しなくなる時になっても先に進み続けます。これが神の御思いによる子たる身分です。しかし、それはさらに何を私たちに伝えているのでしょう？私たちはこの世が造られる前からキリストにあって選ばれました。神は時の前から私たちを予め知り、任命し、定めておられました――これは何を伝えているのでしょう？実は、わたしは在る（I AM）は堅固さの同義語なのです。「あなたの御座は、おお、神よ、永遠に続きます」――これはキリストの堅固さ、教会の堅固さ、聖徒たちの堅固さを示しています。ああ、なんという保証、なんという力、なんと途方もないものなのでしょう、信仰にとってこの神の主権的恵みという事柄は！恵みは主権と手を取り合って働いているのです！前にも指摘したように、ソロモンの誕生にまつわる出来事を見ると、ソロモンが選ばれた理由は神の主権的恵みをおいて他にありません。そして、これこそ子たる身分が伝えるメッセージです。そうです、主権と恵みです。なんと壮大なのでしょう！なんと偉大なのでしょう！


  前に述べましたが、あらゆる困難や問題から逃れる道は霊的に拡大されることであり、霊的に拡大される道はキリストをさらに新しく大いに理解することによります。それがここで述べられています。キリストを見てください！キリストについてこのように詳しく私たちに告げているのは、何が目的なのでしょう？私たちが欲しているのはたんなる情報でしょうか？キリストは神の御子であり、永遠の過去に御父と一つだったこと、そしていつまでも永遠におられること――このような情報を私たちは欲しているのでしょうか？私はきわめて敬虔な気持ちでこの質問をしています。また、同じ気持ちで言いますが、これが神の宇宙のどこかにある純粋に客観的な事柄だったなら、そのような情報は私にとってあまり重要なものではありません。しかし、神がこれを人々に啓示されたからには、私はその理由を知りたいのです。それを啓示する時、神は何を考えておられたのでしょう？その答えは次のとおりです――すなわち、あなたや私はそれと関わりがあるからなのです。世が造られる前に、私たちはそれに関して選ばれました。そして、キリストにあって私たちはそれに結ばれています。ああ、ですから、なんと途方もないことなのでしょう、永遠の命、世々に存続する命を受けて、神の永遠の御子に結び合わされることは！子たる身分は、一時的な束の間のものにすぎないいっさいのものを超えて進みます。私たちはキリストに結び合わされることにより、直ちにキリストの永遠性の源に導かれます。キリストの永遠性には時間の面と、性格の面や性質の面があります。なぜなら、永遠の命は無限に続くものであるだけでなく、神の性質・本質の栄光だからです。ですから、パウロは永遠性というこの事実の上にすべてを建て上げて、私たちをその中にもたらします。なんと素晴らしい啓示でしょう！真理として示されただけでも、これは人を魅了し、捕らえ、うっとりさせます。しかし、これが聖霊によって打ち込まれるとき、それはどれほど人を変容させ、確立し、解放することでしょう！ああ、教会がこの恩恵にあずかって生きさえするなら、狭量な一時的要素はすっかりなくなるでしょう！結局のところ、あれこれ色々なことがありますが、それは重要なことなのでしょうか？それはせいぜい一時的なものであって、この世のためのものにすぎません。しかし、神がこの世を超越して行っておられることこそ、大切なものなのです。


  さて、御子としてのキリストと、次に子たる身分の内容と性質――これがここでヨハネとパウロを通して示されている第一の項目です。


  主権を持つ御子


  次に、ヨハネは御子キリストを主権を持つ王として示します。ヨハネはキリストを奇妙な方法で示しますが、その意義はなんと深遠で恐るべきものなのでしょう。


  
    「そこでピラトは再び官邸に入り、イエスを呼んで言った、『あなたはユダヤ人の王なのか？』。イエスは答えられた、『あなたがそう言うのは、自分で言っているのですか、それとも、他の人々がわたしのことをそう言ったのですか？』。ピラトは答えた、『私はユダヤ人なのか？あなたの同国人や祭司長たちがあなたを私に渡したのだ。あなたは一体何をしたのか』。イエスは答えられた、『わたしの王国はこの世のものではありません。もしわたしの王国がこの世のものなら、わたしの僕たちは、わたしをユダヤ人に渡すまいと戦ったでしょう。しかし事実、わたしの王国はこの世のものではありません』。そこでピラトはイエスに言った、『それでは、あなたは王なのか？』。イエスは答えられた、『あなたの言うとおり、わたしは王です。このためにわたしは生まれ、このためにわたしは世に来ました。それはわたしが真理について証しするためです。だれでも真理につく者は、わたしの声を聞きます』。」（ヨハネ十八・三三～三七、アメリカ標準訳）
  


  主権を持つ方としての御子を示す、なんと奇妙な方法でしょう！ここで、「わたしの王国はこの世のものではありません」と述べられています。これは生の発言であり、それを理解できる人がだれもいない所で語られました。しかし、ヨハネはある目的をもってこの発言を記録しました。なぜなら、この発言は子たる身分と王職に関係しているからです。しかし、パウロはこの事実を取り上げるだけでなく、この発言を解き明かして開示します。


  「わたしの王国はこの世のものではありません」。パウロはこれについて何と述べているでしょう？


  
    「神はキリストを死者の中からよみがえらせ、天上でご自身の右に座らせ、すべての支配、権威、力、主権、そしてこの時代だけでなく、来るべき時代においても唱えられるあらゆる名を超えて、遥かに高くされました。また神は万物をキリストの足の下に服従させ、そして彼を万物の上にかしらとしてお与えになりました……。」（エペソ一・二〇～二二）
  


  ここで読むのをやめます。なぜなら、次に続く御言葉は私たちを教会の偉大さに導きますが、今はキリストの偉大さについて扱っているからです。これがキリストの「わたしの王国はこの世のものではありません」という御言葉に対するパウロの解き明かしです。「……天上でご自身の右に座らせ、すべての支配や権威を超えて、遥かに高くされました」。ソロモンに対してこう述べることはできません――また、ソロモンに関する御言葉によると、ソロモンは他のどの王と比べても、あらゆる点で遥かに優れています――しかし、この御方の前ではソロモンでさえ霞んでしまいます！キリストはこの地上だけでなくあらゆる領域で、すべての支配と権威を遥かに超えておられます。キリストは万物の上におられます。これが王職という観点から見た御子キリストの偉大さです。


  しかし次に、キリストの王国についてはどうでしょう？「わたしはその王国を永遠に堅くします」（歴代誌上二八・七）。ああ、この御言葉はキリストとその王国によって完全に成就されます。パウロはこれをコロサイ人への手紙で取り上げています。


  
    「……御父は私たちを暗闇の力から解放し、愛する御子の王国に移してくださいました。」（コロサイ一・十三）
  


  私はここで読むのを中断して、挿話として、今日キリスト教が陥っている混乱した状況を解きほぐしたいほどです。キリスト教は王国と教会の思想を混合してしまいました――このもつれこそ、教会が弱く、敗北しているすべての原因です。私が言わんとしているのはこうです。今日、主の民は――そうです、福音的キリスト教ですら――ソロモン王国流に教会を運営しようとしているのです。ソロモン王国は地的な王国であり、この世のものでした。それは目で見て知ることができ、耳で聞くことのできるものでした。また、それはこの世にあって、この世が一目置くものでした。巨大であるがゆえに印象的であり、ほめそやされるものでした。様々な名声、称号、この世に属するありとあらゆるものによって、地位を得て、影響力をふるうものでした。人々はそれを「王国を拡張すること」と称しています。王国に関する彼らの考えは間違っています。ここでパウロは現経綸に関して、この二つのもの――教会と王国――を結びつけていますが、「それは全く天的なものであって、この世のものではない」と述べています。この後、彼は直ちに次のように続けます。


  
    「もしあなたたちがキリストと共によみがえらされたのなら、上にあるものを求めなさい。そこにキリストはいて、神の右に座しておられます。あなたたちの思いを、地にあるものにではなく、上にあるものに置きなさい。」（コロサイ三・一、二、アメリカ標準訳）
  


  そうです、宗教的な方法すらいけません。「わたしの王国はこの世のものではありません」と主は言われました。そして、パウロはそれを解き明かします。教会は現経綸においてキリストの王職とその王国の諸々の原則を、霊的な形で体現します。そして、この王国の諸々の原則は、教会を高く上げ、この世から全く切り離して、天的なものとします。教会がこの地上に属する独自の決まりや形式や手段を持つようになり、建築や衣裳やそうした類のあらゆるものを用いるようになるやいなや、私たちはソロモン流の王国に逆戻りしているのであり、教会の天的土台を離れてしまったのです。


  「わたしの王国はこの世のものではありません」とヨハネはこの御子について述べ、パウロは解き明かして言います、「神はキリストを天上でご自身の右に座らせ、すべての支配を超えて、遥かに高くされました」、「万物をキリストの足の下に服従させ」、「万物の上にかしらとして与えられました」。しかし、これはどこのことでしょう？この世を行き巡って、これがどこに見つかるのか見てご覧なさい。見つかるのは、そのおぞましい模造品である法王とローマ教会だけです――それは「万物の上にかしらとして教会に与えられました」というこの御言葉が示しているものの偽物であり、一時的なものにすぎません。パウロにとって、それは霊的なものです。キリストとの合一により、私たちは時間の中から引き上げられて永遠に移されただけでなく、地上から引き上げられて天上に移されました。現経綸では今や、すべてが霊的で天的な秩序に属しています。「わたしの王国はこの世のものではありません。もしわたしの王国がこの世のものなら、わたしの僕たちは戦ったでしょう」。この御言葉はこれを述べる一つの方法です。別の言い方をすると、「わたしの王国はこの世のものではありません。わたしの僕たちはそれを確立するために肉や血によって戦いません」となります。パウロはその意味を私たちに告げます、「私たちの格闘は肉や血に対するものではなく、主権者たちに、権力者たちに、この暗闇の世の支配者たちに、天上にいる悪の霊の軍勢に対するものです」（エペソ六・十二）。これがキリストが言わんとされたことです！ここでキリストはパウロを通して自ら語り、解き明かされます。キリストがピラトに語られた時、そこには理解できる人がだれもいませんでしたが、その言葉をキリストは解き明かしておられるのです。今や、解き明かすことができます。御霊が来臨して、一群れの人々を形成されたからです。その人々は御霊により、主が語られたことを理解することができます。主が語られた時、だれも理解する人がいなかったので、「わたしにはまだあなたたちに言うべきことがたくさんあります。しかし、今はまだ、あなたたちはそれに耐えられません。しかし、真理の御霊が来る時、御霊はあなたたちをすべての真理の中へと導きます」（ヨハネ十六・十二、十三）と主は言わなければなりませんでした。この御言葉は今や成就しました。肉や血によってではありません。なぜなら、これは霊的なものだからです。これは広大な領域にまで及びました。ソロモンの領土よりもずっと広大です。そして、すべてはこの領域の中で、この領域から治められます。これに関して何の間違いも犯さないでください！この世と、この世の王国は、自分自身の道を進んでいるわけではありませんし、究極的には悪魔の道を行くこともありません。確かに、すぐ目にとまるのはこの暗闇の世の支配者たちであり、悪魔の働きなのですが、その背後には、悪魔とその働きを利用している方がおられます。サタンはこの御方の僕にすぎません。この御方は至高の主であり、すべての支配や主権、権威や名を遥かに超えておられます。その名がいかなるものであれ、人や悪魔であれ、この御方は遥かに超越しておられます。聖書が正しくないか、あるいは、これが事実であるかの、いずれかです。


  主イエスのこの主権はなんと途方もないものなのでしょう！キリストの偉大さを真に理解する時、私たちの問題の多くは解決し始めます！これはなぜでしょう？この問題やあの問題、また他の問題が解決し始めるのはなぜでしょう？なぜサタンが自分の道を大手を振って歩いているように思われるのでしょう？なぜサタンは嘲り、勝利しているのでしょう？あなたは、サタンが勝利している、と確信しているのでしょうか？もっと先を見てください。そして、サタンの働きですら、私たちの主の主権によって、ゆくゆくは神の御旨に役立つものとされるのをご覧なさい。「兄弟たち、あなたたちに知らせたいのですが、私の身にふりかかった事が、むしろ福音を前進させることになったのです」（ピリピ一・十二）。悪魔や人々の手により教会が苦しみを受けたことが、最終的には神の働きを前進させる結果になったのです。


  贖う近親者としての御子


  ヨハネは次に、王としてのキリストを示します。そうです、謙卑や苦難の中でも王なのです。ああ、ここに素晴らしい秘密と奥義があります。それを述べるにはあまりにも時間がかかるので、今は扱えません。ここではそれはおぼろげに見えるだけですが、ソロモンの生涯に起きた素晴らしい出来事の中にそれを見ることができます。その出来事はソロモンの知恵を示す特別な例として選ばれました。疑いなく多くの出来事があったはずですが、その中からこの出来事が抜き出され、例として記録されました――その出来事とは二人の女性と二人の赤ん坊に関するものです。彼らは一緒に暮らし、一緒に寝ていました。ある夜、赤ん坊の一人が下敷きになって死んでしまいました。その赤ん坊の母親は自分の死んだ子をもう一人の母親の脇にそっと置き、生きている赤ん坊を自分の方に取りました。翌朝、本物の母親は自分の子がいなくなっていること、そして死んでいる子は自分の子ではないことを見いだしました。そこで、彼女はこの問題のことでソロモンのところに行きました。この二人の女はソロモンの前に召還され、この問題がすべてソロモンに示されました。ソロモンは神から与えられた洞察力、識別力、知恵を用いて――知恵は常に問題を解くための手段であることを思い出してください――過激なやり方をすることに決めました。ソロモンは剣を求めて言いました、「その生きている子を真っ二つにして、片方ずつ両方の女に与えなさい」。これで問題が解決したのです！偽物の母親は傍観者のように立ち上がり、この判決を聞いても、冷酷なことに動じませんでした。本物の母親は手放しました。彼女はその子の命を救うために、自分を下ろし、自分の権利を手放しました。彼女は言いました、「ああ、その子をあの女に与えて、決して殺さないでください」。彼女が言ったのはこういうことでした、「私の子を殺さないでください。私はその子と離ればなれになってもかまいません。私にとって大事なものを、すべて私は手放します。私はどんな代償でも払いますから、その子を生かしておいてください！」。ソロモンは言いました、「この女が母親です。彼女にその子を渡しなさい」。


  主イエスの次の御言葉は覚えておられるでしょうか？「羊飼いではなく、羊が自分のものではない雇い人は、狼が来るのを見ると、羊を置いて逃げ去ります。そして、狼は羊を奪い、散らします。彼は雇い人であって、羊のことを気にかけないからです。わたしは良い羊飼いです……わたしは羊のために自分の命を捨てます」（ヨハネ十・十二～十四）。この二つのことの原則がおわかりになったでしょうか？あなたは死と命のこの問題を解かなければなりません。この問題はどうすれば解けるのでしょう？あなたが自分の命を明け渡すことによってです。キリストの場合、そうでした。キリストにとって、この問題を解いて、ご自身の権利、主張、所有権を確かなものにする唯一の方法は、手放すことだったのです。「だれでも自分の命を救おうとする者はそれを失い、だれでもわたしのためにそれを失う者は、それを見いだします」（マタイ十六・二五）。この問題をよく調べるにはもっと長い時間が必要でしょうが、私はおぼろげながらここに王職を見ます。ソロモンよりも偉大な方がここにおられ、この御方が遥かに重大な問題や状況を取り扱っておられるのです。


  キリストの権利と所有権が確立されなければなりません。キリストはどうやってそうされるのでしょう？握ることによって、肉の戦いによって、自己主張によってでしょうか？いいえ、自分の命を多くの人の贖いの代価として与えることによってです（マタイ二〇・二八）。ここでキリストは生死の問題全体を取り扱っておられます。これをヨハネは示しているのです。


  私がこの箇所から見るのは次のことです。ヨハネは主イエスが言われたことを記しました――「父よ（中略）あなたの子の栄光を表してください。子があなたの栄光を表すためです。あなたは子にすべての肉を支配する権威を与えてくださいました。それは、あなたが子に賜った者たち全員に、子が永遠の命を与えるためです」（ヨハネ十七・一、二）。「父はご自身の内に命を持っておられるように、子もまた自分の内に命を持つようにしてくださいました。また、父は子に裁きを下す権威を与えてくださいました。子は人の子だからです」（ヨハネ五・二六、二七）。ここに子たる身分の三つの面が示されています。そしてこれにより、彼は直ちに人類と決定的関係を持つに至ります。人の子という言葉は人類を表す名前です。この言葉は人との関係を示しています。しかし、彼はどうやって人を見いだされるのでしょう？死によってです。彼はどうやって人を贖われるのでしょう？贖う近親者、人の子としてです。人を死者の中から復活させるために受けた権威を、彼はどのように行使されるのでしょう？彼は自分の命を捨て、自分の権利を手放し、自分の主張を放棄し、自分の個人的利益を脇にやって、贖いの目的を果たすために死なれます。「わたしは良い羊飼いです（中略）わたしは羊のために自分の命を捨てます」。人の子が贖ってくださいます。どうやってでしょう？十字架というこの無限の知恵によってです。「十字架につけられたキリストは神の知恵です」（一コリント一・二三、二四）。命を捨てること、手放すことというこの無限の知恵によってです。例の女は自分の権利だったものを手放しました。主イエスは「神の形の中に存在されますが、神と等しくあることを固守すべき事とは思わず、ご自身を空しくし、僕の姿を取り、人間の姿になられました。その有様は人と異ならず、ご自身を低くして、死に至るまで、実に十字架の死に至るまで従順になられました」（ピリピ二・五～八）。このように手放すことにより、彼は私たちを贖って神にもたらし、群れを救ってくださいました。ソロモンは大いに賢く、例の物語は実に印象的で美しいのですが、彼はこれを行えませんでした。ソロモンは全人類を贖う近親者というこの広大な領域の中に入って行けませんでしたし、この原則に基づいて死に至るまで従順になり、人類を贖うこともできませんでした。


  以上がキリストの偉大さです。キリストは御子であり、至高の王職を持つ永遠の御子であり、贖う近親者たる御子です。パウロはこれを開示して、教会をまさにキリストにある一人の人の完全な身の丈にもたらします――しかし、これは別の主題です。


  



  第４章 第二部：十字架の偉大さ


  



  聖書朗読：歴代誌上二九・二一～二二、列王記上八・六二～六三、 歴代誌下四・一、七・一、四、五、九、エペソ一・六～八、三・十七～十九、五・二七


  



  歴代誌のこれらの章では、すでに見たように、ソロモンは神からふんだんに溢れるほどの厚遇を受けます。これは神が見ておられたのはソロモンよりも偉大な方だったからです。この御方を神は絵図の形で人々に説明しようとしておられたのです。ですから、ソロモンの治世に関する別の記録を見ると、十字架の偉大さを示唆する描写も見つかります。神はこれを絵図という同じ形で示しておられます。十字架を指し示す大きな祭壇が示されており、それには二つの項目が関係しています――王の高揚と神の家の奉献です――この祭壇の意義の重大さは、いけにえの膨大さによって示唆されています。


  十字架と関係しているこの二つの項目をざっと眺めることにします。十字架の偉大さは第一に王の即位と関係していることがわかります。これについては新約聖書にかなり述べられています――この即位、この高揚は、十字架で成就された途方もない働きのためです。


  
    「……死に至るまで、実に十字架の死に至るまで従順になられました。それゆえ神はまた彼を高く上げて、すべての名にまさる名をお与えになりました。それは、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるものが、イエスの御名によってすべて膝をかがめるためです。」（ピリピ二・八～十）
  


  次に、神の家が十字架の偉大さに基づいてどのように確立されたのか、また、教会の意義がどのように十字架から発するのかがわかります。これについてはエペソ書からいくらか読みました。エペソ書は他のどの手紙、聖書の他のどの箇所にもまして教会と関係しています。教会の基礎はまさに主イエスの十字架であることがわかります。


  しばしこの話題を離れて、今回は十字架の偉大さについてだけ話すことにします。


  無数の無益ないけにえ


  ソロモンがささげたこのいけにえについて読むと感銘を受けます。これについて考えると気が遠くなりそうです――雄牛の大群が相次いでささげられたのです！当時、公道は牛や羊でごった返していたにちがいありません。数千のいけにえが続々とささげられていたからです！これについてあれこれ想像してみても仕方ありません！文字どおり、血の川が何本も流れていたはずです。これは恐ろしい光景です。いけにえの意義や霊的価値という道義上の理由がなければ、当時の祭司たちはきっとその悲惨さに打ちのめされていたにちがいありません。祭司たちが数千の雄牛や羊や小羊を続々とほふることができたのは、いけにえの意義を理解していたからにほかなりません。これは私たちの想像力を超えています――また、あまりこれについて思い巡らしたくもありません――しかし、これは主イエスの十字架がいかに偉大であるかを示す型なのです。これは私たちに再考を促すものです。もしこれが十字架の型、罪のためのささげ物であるキリストの型であるなら、そしてまた、型は常にその本体よりも遥かに劣るということが真実なら、十字架はなんと偉大であることでしょう！論理的に考えただけでも、十字架は神の御思いにとって途方もないものであることがわかります。しかしそれでも、聖書が明確に告げているように、ソロモンの時代、彼の即位と宮の奉献の時に膨大な供え物がささげられましたし、記録されている最初のいけにえ（アベルの供え物）からその時に至るまで多くの世代にわたって供え物がささげられてきて、その後も数百万という数のいけにえがささげられたのですが、それらのいけにえは最終的にはいかなる意味においても役に立ちませんでした。


  いけにえが無益だったのには二つの理由があります。第一に、いけにえは最終目標に決して到達しなかったことです。何度も何度もささげられなければならなかったのです。それはきりがありませんでした。そうです、今朝いけにえをささげたおかげで、その時は神を儀式的になだめられたかもしれませんし、神はそのいけにえを考慮して受け入れてくださったかもしれません。しかし、その晩にはまた繰り返さなければならず、明日もそうなのです。このようなことが毎朝、毎晩、一生続きます。そして、どんなに長く生きながらえたとしても、この件に決着がつくことはありません。次の世代も同じことを続けなければなりませんし、そのまた次の世代もそうなのです。


  いけにえが無益だった第二の包括的理由は、いけにえは決して良心をなだめられなかったことです。つまり、いけにえは罪の重荷を良心から決して取り去らなかったのです。いけにえは外側の儀式的なものにすぎませんでした。いけにえは宗教にすぎず、どんなに徹底的に行ったとしても、実際のところ内なる命とは何の関係もありませんでした。「……供え物やいけにえは、良心に触れて、礼拝する者を完全にすることはできません」（ヘブル九・九）。最終的に結局のところ、いけにえは無益だったのです。


  十字架――永遠に有効な一つのささげもの


  そのいけにえの膨大さをご覧なさい！再び言いますが、ソロモンがささげたこの膨大な供え物のことを考えると唖然とします。しかし次に、各世代を足し合わせてご覧なさい！次に、単純ですが素晴らしいこの御言葉が来ます、「……諸々の時代の終わりにあたって、ただ一度キリストが現れて、ご自身をささげたことによって、罪を取り除かれました」（ヘブル九・二六）。「……イエス・キリストの体が一度かぎり永遠にささげられたことにより」（ヘブル十・十）。「……キリストは罪（複数）のために一つの永遠のいけにえをささげた後、神の右に座られました」（ヘブル十・十二）。一つの供え物、たった一つだけです！これはなんという御業でしょう！何世代にもわたって行われてきたこの膨大な供え物が決してなしえなかったことを、たった一つの行いでなしたのです。「彼は一つの供え物によって、きよめられた者たちを永遠に全うされました」（ヘブル十・十四）。御言葉によると、それ以外の供え物はどれも、礼拝者たちを全うすることができませんでした。しかしキリストは、一つの供え物によって、永遠に全うされたのです。なんといういけにえでしょう！なんという十字架でしょう！二万二千頭の雄牛、数千の羊や小羊がささげられました。しかし、たった一つの供え物が一度かぎり永遠に成就したのです！この意義を真に肝に銘じるためなら、これを何度繰り返してもかまいませんし、思い巡らしてもかまいません。ただ一つの供え物、たった一つが、他の供え物をすべて飲み尽くしたのです！


  なぜ一つの供え物が、一度かぎり永遠に成就したのでしょう？この一つの供え物には他の供え物にはない特徴があったからにちがいありません。その特徴とは何でしょう？性質が完全だったという点で、神を全く満足させたことにほかなりません。動物のいけにえは儀式的には完全であり、予型としてはしみも傷もありませんでしたが、実際には身体的な面しか関係していませんでした。それらは選り抜きのいけにえであり、特別な品種や血統に属していました。それゆえ、混血による欠陥も特にありませんでした。しかし、それは外面的なものにすぎませんでした。血流まで調べるなら、そこには旧創造が見つかったでしょう。この雄牛たちも他の雄牛と同じように獰猛だったでしょう！獰猛さが血液中に宿っていたでしょう。なぜなら、獰猛さは性質であり、旧創造だったからです。儀式的な意味においてのみ、動物のいけにえは完全でした。しかし、キリストは――儀式的にではなく、実際的に、内在的に完全でした――傷のないご自身を神にささげられました――儀式的にではなく実際にささげられたのです。キリストの血には何の腐敗もありませんでした。神の奥義によると、キリストが地上の母親から受け継がれたものと、ご自身の神聖な性質との間には、はっきりした境界がありました。汚れたものは切り離されていました。キリストの中には、アダムの堕落によるものは何もありませんでした。「この世の君が来ます。彼はわたしの内に何も持っていません」（ヨハネ十四・三〇）。この一つの供え物の性質は本質的かつ内在的に完全でした。他のどのいけにえにもこのような特徴はありませんでした。神が求めておられたのはこれです――完全な存在、完全な人間、創造された完全な種族、人を創造するにあたって神が抱いておられた御思いを本質的性質により完全に満足させる者です。神はそのような者としてキリストを見いだされました。そして、キリストが神にささげられたので、もはや供え物は必要ありません。それは一度かぎり永遠のものだったのです。もはや成就されています。神は満足しておられるからです。十字架につけられた方が何者なのかという観点から見た、十字架の偉大さ――これが私たちの信仰の偉大な基礎です。なぜなら、十字架が偉大なのは、キリストが偉大だからです。


  このような十字架の偉大さは、私たちの救い、希望、義認、義の基礎です。ですから、どこか別の所に完全さを探すのはきっぱりとやめようではありませんか。自分自身の内や他の人々の内に完全さを探してはいけません。神が満足しておられるものに目を留めようではありませんか――これこそ神が満足しておられる唯一の決定的な対象なのです。


  ですから、私たちは十字架を見なければなりません。神聖な用語を用いると、四つの寸法を持つ十字架を見なければなりません――その寸法とは広さ、長さ、高さ、深さです――このように十字架を見ないかぎり、私たちの救いは依然として何か本質的な性質に欠けていますし、私たちは救われた民かもしれませんが、神の意図されたとおりの民ではないのです。


  十字架の及ぶ範囲


  次に述べたいのは、私たちの主イエスの十字架は、旧約のどの予表や予型とも異なっており、ソロモンの時代のこの膨大な絵図とも異なっているということです。主イエスの十字架は超歴史的なものだったという、この第二の点で異なっていたのです。これは技巧的表現に聞こえるかもしれませんが、私が言わんとしているのは、主イエスの十字架は時間を超えたものであるということです。そして、時間とは歴史の別の言葉にほかなりません。最も初期に書かれたクリスチャンの文献は新約聖書の書簡ですが（福音書ではありません。福音書は書簡の後に書かれたからです――これを明確に心に留めておいてください。これには大きな違いがあるからです！）、カルバリは一度たりとも述べられていません。あなたがこれまでこれに注意したことがあるかどうか、私にはわかりません。最も初期のクリスチャンの文献では、十字架刑や十字架の物語は決して述べられていません。述べられているのは常にキリストの死です。十字架刑やカルバリではなく、死について述べられているのです。これには物凄く大きな違いがあります。一方は歴史的出来事、一つの事実にすぎず、この世の歴史のいつかどこかで起きた事件にすぎません。これが十字架刑であり、歴史的出来事です。キリストの死はそうではありません。書簡を書いた時、使徒たちは何か霊的な事柄に取り組んでいたのであり、歴史的出来事に取り組んでいたのではありません。局所的なものではなく普遍的なものに、時間の中にあるものではなく永遠のものに取り組んでいたのです。使徒たちはキリストの死について扱いました。そしてそれは広大な背景に対抗するために、広大な舞台の中に置かれました。書簡ではキリストの死についてかなり述べられていますが、死の物語は一度も語られていません。これには意味がないわけではありません。その理由は、書簡は私たちを十字架の意義という現実の領域の中にもたらすからです。書簡が書かれたのは、十字架刑から四十年以内のことでした。試しに、このような出来事が私たちの生涯の間に起きて、その出来事の四十年以内にそれについて書くことになったとしましょう。きっと私たちはその物語について語り、詳細をすべて与えて、何が起きたのか、どこで起きたのか、当事者は誰か、述べるにちがいありません。福音書に記されている詳細をすべて与えるにちがいありません。しかし、使徒たちは書簡を書いた時、実際の出来事について書いていたにもかかわらず、そうしたことを一つも取り上げませんでした。使徒たちにとって、十字架は霊的なものであり、全く別の領域に属するものだったのです。なぜなら、十字架は内なるものだったからです。主イエスの十字架は使徒たちにとって、エルサレム郊外の丘陵で起きた歴史的出来事以上に無限に偉大なものだったのです。キリストの死についての述べ方は単純です。「諸々の時代の終わりにあたって、ただ一度キリストが現れて、ご自身をささげたことによって、罪を取り除かれました」（ヘブル九・二六）。この御言葉は単純ですが、時間や空間を遥かに超越していることがわかります。使徒たちの書簡には、暦上の日付が全く記されていませんが、これは注目すべきことではないでしょうか？使徒たちの暦にはもともと十字架の日付は記されていませんでしたが、それにもかかわらず、十字架は暦を一変させるものだったのです。使徒たちにとって、十字架はたんなる歴史的出来事ではありませんでした。十字架は霊的なものであり、暦に記される出来事よりも遥かに偉大なものだったのです。


  神がイスラエルを選ばれたことの正しさの証明


  さて、この意義について少し見ることにしましょう。第一に、主イエスの十字架は歴史全体を集約するものであり、それを超越するものであって、私たちを神の主権という偉大な領域の中にもたらします。ああ、神の主権について黙想すればするほど、私は途方もない高揚、救い、解放を覚えます。恵みによって働く神の主権について黙想する時は、特にそうです！ここでは、主イエスの十字架により、神がイスラエルを選ばれたことの正しさが示されています。イスラエルの物語は歴史ですが、その背景には何かがあります。それはイスラエルの選びです。イスラエルはあらゆる諸国民の中から選ばれ、神へと分離されましたが、これは神が主権的御旨のためになさった主権的働きでした。その御旨とは何だったのでしょう？神はなぜイスラエル人を選び、彼らを一つの民として分離して、ご自身のものにされたのでしょう？一つの目的のためです――その目的とは、イスラエル人により、神がご自身をすべての諸国民に啓示して、イスラエルをすべての諸国民に対する祝福とすることです。これが神の御旨でした。そして、この偉大な選びの御旨を成就するために、イスラエル人は諸国民から切り離され、諸国民と何の交流も持たない、分離された民にならなければなりませんでした。イスラエル人は聖なる国民となり、道徳的・霊的生活という点で、諸国民から分離され、区別され、完全に孤立しなければなりませんでした。イスラエル人は全く神のものであり、それはイスラエル人が啓示によって神をすべての諸国民にもたらすためでした。この御旨を成就するには、イスラエル人の分離がどれほど必要だったかわかります！これが原則であり、法則です。もし神の啓示と祝福の道具、経路、器となることを望むなら、あなたはささげられ、聖別され、全く切り離されて、神へと分離されなければなりません。ですから、この区別を損なって、イスラエルを周囲の国民と混交させようと、サタンは常に絶えず躍起になってきたのです。イスラエルの歴史は、イスラエルの献身を損なおうとするサタンの試みの歴史でもあります。そして、イスラエルが堕落して、自分たちの選びの召しと目的というビジョンを失い、自分たちに関する神のこの偉大な御旨が視界から消え去って行った時、彼らは異国民と結婚し、区別の壁は崩れ落ちました。そこで、預言者たちがやって来て、イスラエルの聖なる選びの召しを宣言しました。それは、当初イスラエルがどのように分離されて神のものになったのかを思い出させるためであり、神が彼らを選ぶにあたって行われた偉大な御業を再び示すためでした。そして、そうすることによって、自分を再び神にささげて、この霊的姦淫を全く断つようイスラエル人に訴えたのです。霊的姦淫という思想は、預言者たちの言葉が示すとても顕著な思想であり、預言者たちはこの霊的姦淫を取り除いて再び聖なる者となるよう訴えました。預言書はこのようなことで満ちているのはご存じでしょう！イスラエルの聖なる使命を説き、立ち返るようイスラエルに求めた預言者たちに対して、イスラエルはどうしたでしょう？彼らは預言者たちを迫害して殺したのです。旧約の終わり頃の状況はこのとおりであることがわかります。その後、キリストが出現されました。彼はダビデの子孫から生まれ、律法の下に生まれて、ユダヤ人となられました。この地上の事柄に関するかぎり、彼はユダヤ人であり、イスラエル国民でした。彼は聖なる汚れなき者であり、罪人とは区別されていました。この広大な背景がおわかりでしょう。イスラエルが召され、選ばれたのは、あることを行い、ある存在になるためでしたが、キリストはその使命をすべて自ら引き受けられたのです。キリストは神の御旨をすべて体現されました。キリストはこれを神にささげるにあたって、何を行われたのでしょう？キリストはイスラエルの使命をすべて成就して、神と祝福を全世界にもたらされたのです。この御方によって、イスラエルを選んだ神の正しさが証明されました。メシヤである主イエスの十字架により、神の主権の正しさが証明されました。キリストはすべてを成就して、神の正しさが示されました。これがキリストがアブラハムの子孫、ダビデの子孫から生まれた理由です――イスラエルを選んだ神の正しさを証明し、祝福をすべての諸国民にもたらすためです。そして、キリストの十字架により、イスラエルだけでなく地のすべての民が神の祝福を受けます。これこそ、彼らに対して神が常に抱いておられた御思いでした。このようなことはユダヤ人のいけにえでは不可能でした。この十字架はなんと偉大なのでしょう、神の主権はなんと素晴らしいのでしょう！


  創造者たる神の正しさの証明


  神の主権により、悲劇や失敗もすべてイエス・キリストが処置して征服してくださいます。また、過ちもすべて彼が責任を負ってくださいます。この原則はこのように広範に及ぶものですが、これからあなたが慰めを得ているのかどうか、私にはわかりません。主はそうしたものを飲み尽くしてくださいました。そして今、イスラエル国家に対してではなく、ユダヤ民族や他の民族のすべての人に対して神はこう言われます、「ユダヤ人と異邦人の間の悲劇は十字架によって取り除かれました。また十字架により、わたしが人を創造したのは結局のところ正しかったことが証明されたのです」。人々はこの造られた世界について論じて言います、「悲劇です！神は敗北しました！神は失敗を犯しました！神は間違いを犯しました！見てご覧なさい！いったいなぜ神はこの世や人を造られたのでしょう？何が起きるか、神はご存じなかったのでしょうか！事の成り行きを見るかぎり、神がこの世界を造られたのは正しくありません！」。しかしイスラエル同様、全人類についても、主イエスの十字架によって神の正しさが証明されました。これこそ、「世の基が据えられる前からほふられていた神の小羊」（黙示録十三・八）といった御言葉の意味です。それが意味するのは、神は主イエスの十字架によりこの世の歴史全体を引き受けて、それを飲み尽くしてしまわれた、ということです。今のところ、世界は今あるとおりのものですが、神は主権をもって主イエスの十字架により悲劇を益に、苦難を有益なものに変えてくださいます。それから、その後、神は全被造物を今の状態から解放してくださるのです。


  悪の天的力は征服された


  これは私たちを結論の言葉に導きます。主イエスの十字架の及ぶ範囲は超歴史的であるだけでなく、地球外にも及びます。神の御言葉が啓示しているように、この世界は単独で存在しているのではありませんし、この地球で起きる出来事の及ぶ範囲は地球だけに限られているのでもありません。啓示されていることによると、この宇宙の支配権と統治権を巡って、この世界を超えたところやその周辺や外側で、巨大な戦いが繰り広げられています。その暗示がエペソ書六・十二のような御言葉に示されています。「この暗闇の世の支配者たち（中略）天上にいる悪の霊の軍勢」。戦いが進行中です。ダニエル書にもこれが暗示されています――大天使に立ち向かっていた霊の君主たちが、主の権益を妨げて、この世で勝利していたのです（ダニエル十・十三、二〇）。この世界を超えた所で、またこの世界の周辺で、この宇宙の支配権を巡って戦いが進行中です。主イエスの十字架の意義はこの領域にあります。霊的戦いや競り合いが繰り広げられているこの周辺領域のただ中に、主イエスは十字架によって入って行かれました。そして、ご自身から主権者たちや権力者たちを剥ぎ取って、「彼らをさらしものにし、それによって彼らに対して勝ち誇られました」（コロサイ二・十五）。そうです、まさにこの領域で、主イエスの十字架は究極的な最高の意義を発揮したのです。そして、この宇宙の主権という問題は十字架によって決着がついたのです。ですから、このエペソ人への手紙は――私たちはいつもこの手紙を心の片隅に留めています――包括的かつ総括的にこう述べています、「……神はキリストを死者の中からよみがえらせ、天上でご自身の右に座らせ、彼を、すべての支配、権威、権力、主権の上に置き、また、この世ばかりでなく来るべき世においても唱えられる、あらゆる名の上に置かれました。そして、神は万物をキリストの足の下に従わせられました」（エペソ一・二〇～二二）。これが十字架の勝利です！これがキリストの死の意義と価値が及ぶ範囲です！キリストは死ぬことによって死をほふられたのです。サタンに渡されることによって、サタンを征服されたのです。墓に下ることによって、墓からその刺を永遠に取り除かれたのです。これが神の主権です！それはなんと偉大でしょう――超歴史的であり、地球外にも及びます！主イエスの十字架はなんと偉大でしょう！誰がそれを描写できるでしょう、誰がそれに至れるでしょう？


  しかし、親愛なる友よ、私たちはこれについてこのように黙想していますが、それがたんなる素晴らしい言葉や思想で終わらないようにしようではありませんか。ああ、この十字架は私たちのためにどれほど希望や確証を与える言葉を語りかけてくれることか！あなたは自分自身や、他の人々や、この世界に絶望したことがあるでしょうか？主イエスの十字架はあなたのすべての絶望に答えます。イエスが死んで復活されたからには、不可能なことは何もありません。あなたも私も、自分たちが思うほど無力ではありません。そうです、イエスが死者の中から復活されたからには、すべてが可能なのです。復活により、キリストの宇宙的勝利の印が神から与えられました。イエスが死なれた以上、希望の福音は私たちのものです。「ほむべきかな、私たちの主イエス・キリストの神また父。この御方はその大いなるあわれみにより、イエス・キリストの死者の中からの復活により、私たちを再生して生ける望みを与え、あなたたちのために天に蓄えられてある、朽ちず、汚れず、しぼまない嗣業を受け継ぐ者としてくださいました。あなたたちは、終わりの時に啓示されるべき救いにあずかるために、信仰により神の御力によって守られているのです」（一ペテロ一・三～五）。


  物質界の被造物の贖い


  十字架と被造物の贖いについては何も述べませんでした。一方においてイスラエルとイスラエルに関する神の正しさの証明があり、他方においてこの宇宙的な地球外の領域がありますが、その両者の間には地球があって、十字架によりこの物質界の被造物の贖いが確保されています。被造物は虚無に服しており、呪いと腐敗の中にありますが、主イエスの十字架は虚無、呪い、腐敗をみな対処しました。そして、キリストにあって、朽ちることのない被造物となるでしょう――私たちの体もその一部ですがそれだけではありません――全被造物がそうなるのです。この全被造物が腐敗の束縛から解かれる日、被造物の今のうめきが解放と救いの叫びにとって代わられる日、被造物が栄化される日、その日はなんという日でしょう！主は御足を置く所を栄光の場所とされます（イザヤ六〇・十三）。これは御足下にある新しい地のことを言っています。


  そしてその後、「義が住む新しい天と新しい地」（二ペテロ三・十三）が到来します。これが主イエスの十字架の希望です。それは大いなる十字架です。それを描写しようとどれほど努めても、描写しきれません。主よ、この一度かぎり永遠にささげられた一つの供え物の偉大さを理解する新しい心を私たちに与えてください！


  



  第５章 キリストの死の偉大さ


  



  「神のパンは天から下って来て、世に命を与えるものです。（中略）わたしは命のパンです。（中略）わたしは天から下って来ました。（中略）わたしは天から下って来た生けるパンです。だれでもこのパンから食べるなら、その人は永遠に生きます。そうです、わたしの与えるパンはわたしの肉であり、世の命のためです。（中略）人の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、あなたたちの内に命はありません。（中略）わたしの肉はまことの食物であり、わたしの血はまことの飲み物です。（中略）わたしは天から下って来たパンです。」（ヨハネ六・三三、三五、三八、五一、五三、五五、五八）


  「キリストが信仰を通してあなたたちの心の中に住んでくださいますように。それはあなたたちが愛の中に根ざし土台づけられて、すべての聖徒と共にその広さ、長さ、高さ、深さを理解するよう強められ、人知を超えたキリストの愛を知り、満たされて神の全豊満に至るためです。」（エペソ三・十七～十九）


  



  主が力づけてくださっているので、キリストと私たちとの関係、十字架によるキリストから私たちへの移行について理解するようにしたいと思います――ここで言う「私たち」とは主の民のことです。これまでキリストの偉大さについて考えてきましたが、その際、キリストのパースンについていくつか述べました。第一に、子たる身分に関して、キリストの永遠性――永遠の子たる身分――について考えました。次に、その対極にあるものとして、人の子であるキリストについて考えました。神の御子は永遠ですが、人の子は時間の中におられます。神の御子は天におられますが、人の子は地上におられます。私たちはこれまでこの二つの身分に含まれる偉大さについて理解しようと努めてきました。また私たちは十字架の偉大さについても考えました。キリストについて述べたことの一つは、キリストはこの宇宙の外側に一人っきりでおられるのではないということです。そうです、キリストについての啓示が――永遠の子たる身分の啓示ですら、他のすべての能力の啓示と同様に――目的としているのは、キリストは私たち人と密接な関わりがあることを示すことなのです。「キリストの永遠の子たる身分は、たんにそれだけのものなら私たちとは何の関わりもない」と述べたことを、あなたは覚えておられるでしょう。もしそれが私たちに何らかの影響を及ぼすものでなければ、私たちはそれにあまり関心を持たなかったでしょう。ですから、人に対する啓示のまさに本質とも言えるのは、神は人がそれを知ることを願っておられるということであり、それには偉大な御旨があるということなのです。神がこれらのことを私たちに示してくださるのは、たんに何かとても素晴らしいものを私たちに見せるためではありません。神の啓示にはある目的、大きな目的、しかし大いに実際的な目的があります。神が述べておられるのは実際的にはこういうことです、「さて、これはあなたに関係することです。あなたはこれと関連しており、関係しているのです」。ですから、子たるキリストの偉大さ――神の子、人の子としてのキリストの偉大さ――を、新約聖書は私たちに関する実際の日常的関係の中にもたらします。御子キリストは多くの子たちを栄光に導かれます。人の子キリストは新創造の長子です。そして、キリストの人性の中で、キリストのかたちにしたがって、新創造は神に立ち返り、キリストにあって神にささげられます。さて、これはみな共通の土台ですが、私たちはそれらすべての内なる実際的意義に至らなければなりません。


  子たる身分に関する神の永遠の御思いはキリストによって確保された


  これまで御子の永遠性について、また御子の永遠の命への私たちの参与について述べてきました。これは実際のところ何を意味するのでしょう？それは永続する、始まりも終わりもないものという思想を、私たちの思いに伝えるだけでしょうか？それでは曖昧で、ほとんど助けになりません。啓示として私たちに示されていることの実際的・実行的な意義・価値は何でしょう？それが意味するのは次のとおりです。すなわち、子たる身分という思想、概念は、私たちが造られる前から神の御心の中にあったものであり、それは被造物に伝達されるべきものだった、ということです。それは時間の前にまで遡ります。私たちにとって、時間とはこの物質的世界体制をまさに意味します。時間の始まりとは私たちにとって、神が物質界を創造し、天体をあるべき場所に置いて、年、月、日、季節等をつかさどらせた時のことです。これが私たちにとっての時であり、それゆえそれは物質的被造物に属します。しかし、時の前に遡るなら、時間の外側にある神の御思いに至ります。何なら、それを永久、永遠と呼んでもかまいません。神の御思いは時間の外側にあり、時間の前にまで遡って、時間にある性格を帯びさせ、被造物にある性質を帯びさせます。神が創造しようとしておられたものは、神の御旨によると、神の御心にしたがってこの性格を帯びるべきものでしたし、したがって、その性質だけでなくその概念や観念においても、神の永久の御思いと関係したものになるべきものでした。今や、キリストこそこれなのです。


  しかし、再び言いますが、今、それは私たちにとってどのような実際的意義があるのでしょう？その意義とは次のとおりです。すなわち、キリストは時間の前の神の永遠の御思いを成就されたのです。そして、キリストは立って、造られた万物を治めておられ、時間が神の御思いを損なわないように見守っておられるのです。時間の中に到来するものが何であれ、最終的にこれを退けることはできません。なぜなら、神の御思いは永遠であって、常に立って治め続けるからです。最終的に、事物は神の永久性により当初の御旨に立ち返ることになります。被造物は時間がたてばたつほどますます神の御思いから遠ざかって行き、その軌道からすっかり外れてしまうかもしれませんが、時間はやがて終わります。結局のところ、時間に神の御思いを退ける力はありません。キリストにあって、時の前から神の御思いは確保されていたのであり、最終的に実現されることになります。被造物は神の永久の御思いに立ち返るでしょう。そして、かつて時間の中に到来した何ものにも最終的には神の御思いを変える力はなかったことが示されるでしょう。これは途方もないことです――そしてこれこそ子たる身分の実際的意義です。子たる身分は永遠の思想であり、最終的に被造物は子たる身分に到達します。最終的に、被造物や人々は子たる身分を体現するようになります。これが神が常々御心に留めてこられたことであり、決意してこられたことです。


  神の永遠の御思いは十字架によって確保される


  しかし、それはどのようにして可能なのでしょう？永遠の事実がある一方で――時間があります。地上には時間的条件があり、私たちはこの造られた世界の中にいます。私たちはこの永遠の御思いからかけ離れています。ですから、どうやってこの永遠の御思いは成就されうるのでしょう？御子によって成就されたこの永遠の御思いと、この御思いの究極的実現との間に、十字架は立ちます。十字架は片腕をもって永遠、この御思い、この神の御旨に至ります。そして、もう一方の腕で来たるべき永遠、この御思いの究極的完成に至ります。十字架は永遠の過去と永遠の未来とをつなぐ橋であり、一方においてこの御旨を引き受け、他方においてそれを確実に実現します。十字架により、御子と多くの子たちに関する神のこの永遠の御思いは実現可能になり、確保されます。この十字架の永遠性という点に十字架の偉大さがあります。これが、「この世の基が据えられた時からほふられていた神の小羊」（黙示録十三・八）といった句の意味です。時間は想定済みでした。時間と共に到来するものが何であれ、たとえそれがこの永遠の御思いに大いに反するものだったとしても、神はこの世の基が据えられた時からほふられていた神の小羊によってそれを想定しておられたのです。十字架は架け橋です。時間と共にあらゆる変化――人の性質や性格の変化、この世の変化、被造物の性格の変化――が生じましたが、キリストはそうした変化に対して十字架につけられました。そして、私たちはこの十字架につけられたキリストと信仰によって結合されます。私たちは十字架の一方の側に立ち、信仰によってキリストと一つとなり、この変化に対して死にます。神の御思いを損ない、否定し、それに矛盾するいっさいのものに対して死にます。また、私たちは十字架のもう一方の側に立ち、復活したキリストと信仰によって一つとなります。キリストは時間と共に到来したいっさいのものに打ち勝って復活されました。この時、私たちは私たちの主イエス・キリストにあって永久の命、永遠の命の賜物を受けます。あるいは、こう言ってもいいでしょう。その時、私たちは永遠の過去からキリストにあった者と見なされるのです。私たちは時間の中から、時間が今意味するところのものの中から引き上げられました――なぜなら、時間は今や、混乱、無秩序、腐敗を意味するものであり、死の支配の同義語にほかならないからです。死は命を制限し、「ここまでです。これ以上はだめです」とすぐに言い出します。これが死であり、時間です。キリストは時間が意味するところをすべて死により滅ぼし、それを全く取り去られました。そして、私たちは永遠なるキリストに結び合わされました。私たちは新生の時、聖霊を通して潜在的に子たる身分を受けました。そして、聖霊の絶えざる働きにより私たちが成熟に至る時、子たる身分は完成されます。この子たる身分は神の永遠の御思いの成就であり、神が私たちについて常々思ってこられたことの実現です。そして、十字架こそ、これがすべて可能になる点です――いいえ、キリストにあってそれはすでに確保されているというべきでしょう。十字架はなんと偉大なのでしょう！


  神のものである天の人


  これに続いて（別の言葉に重点を置いて同じことを述べているにすぎませんが）、このヨハネによる福音書にはこう記されています。「わたしは天から下って来た生けるパンです」。「わたしは天から下って来ました」。ここでほぼ同じ調子で一つの句が繰り返されています。永遠という言葉は、確かに過去に遡る言葉です。ここでは「天から」という言葉が使われています――この言葉は上を指す言葉です。しかし、「わたしは天から下って来ました」とはどういう意味なのでしょう？キリストが語られたのは全く奥義的なことであって、聖霊が心に解き明かしてくださらないかぎりわからないことだったのです！キリストは天にいる人の子について話されました（ヨハネ三・十三）。キリストは地上にいてこの御言葉を語っておられるのに、「天にいる人の子」について語られたのです。これはどういう意味でしょう？新約聖書の後の書が示しているように、キリストが言わんとされたのは次のことにほかなりません。すなわち、キリストはこの被造物には属しておられないのです。キリストはこの地上の人類の通常の方法で生み出されたわけではありませんし、アダムの通常の系統にしたがって誕生されたわけでもありません。「わたしは天から下って来ました」。キリストにまつわる最も本質的で深遠な現実は、キリストは別の体制に属しておられるということです。確かにキリストはマリヤから生まれましたが、キリストはユニークな方法で聖霊からお生まれになりました。何かが働いていたので、誕生の前から御使いはキリストについて「あなたが身ごもっているその聖なる方」（ルカ一・三五）と言うことができました――この言葉は聖潔の完全性について述べています。この聖潔の完全性は聖霊なる神の介入の結果であり、聖霊はこの堕落した被造物の遺伝からこの御方を切り離されたのです。ですから確かに、天から下った聖霊により、キリストは天から下られたのです。要するに、キリストは人類の別の体制に属しておられるのです。キリストには他の人と異なるユニークな特徴があります。キリストのような人は他にいません。「わたしは天から下って来ました」。


  これはまた神の御思いでもありました――時間の中や私たちが知っているこの地上には見つからないある種の人、私たちに馴染みのない人類が神の御思いでした。その人は別の体制に属しており、この領域やこの人類という種族の全く外側におられます。私たちは「御子のかたちに同形化されるよう予め定められ」ました（ローマ八・二九）。あなたも私も、生来属しているのとは全く別の体制に属するようになります。この造られた世界で今私たちが属しているこの体制は、神の御思いに全く従っていません。悪化し、堕落して、神の是認や受容から外れてしまっています。何か別のものであり、混乱し、汚染され、もつれ、毒されているのです。


  天からのこの御方は、人がそうなるように神が意図されたものを代表しており、その具体化であって、それを包括しておられます。一方にはこの被造物がありますが、他方において――「御子のかたちに同形化され」、復活において御子のようにされて、霊的に内側で別の者にされます。そうです、しかし今は胚芽にすぎません。胚芽とは何かご存じでしょう。胚芽には命はありますが、まだ発達しておらず、完全な意識を持つ命ではありません。次第に発達していき、意識が成長していきますが、最初はそうではありません。再生された時の私たちも同様です。命を持ってはいますが、この命の意義をどれだけ意識し、理解しているでしょう？ほとんどしていないのです！この地上には数百万という主の民がいますが、自分が救われた目的や、神が自分を救ってくださったこの偉大な目的を意識している人は、その中にどれくらいいるでしょう？彼らは再生されたので命を持っていますが、この命は胚芽的な命にすぎません。というのは、その意義の意識が大いに限られているからです。しかし、この命が成長するにつれて、自分が再生された目的をますます意識するようになります。若いクリスチャンたちは熱意、活動、力に満ちているかもしれませんが、もし力だけで理解に欠けるその地点にとどまり続けるなら、成長していないことになります。小さな赤ん坊はみな、わずか数時間であなたをうんざりさせます！子供のすることを真似して、それにどれくらい長く耐えられるか試してみなさい！子供には命や力はたくさんありますが、知性はあまりありません。成長の真のしるしは力だけでなく、知性です。ですから、霊の命の真の発達過程とは、自分が召された目的、自分が救われた目的、自分の内に起きたことの神聖な意義の何たるかを、ますます見て取るようになることです。このように成長している人は比較的少数しかいません！


  さて、最後には全く成長した人、キリストの完全な身の丈に到達した人が現れるでしょう。そして、子たる身分に完全に到達するでしょう。なぜなら、子たる身分はキリストにあって安全に守られており、遥か昔に十字架によりキリストにあって確保されたからです。


  しかし、神が永遠の過去に御子にあって確保して計画されたことと、その究極的実現との間には、天然的な私たちがいます。私たちは神の御思いにかなう者ではありませんし、さらに悪いことに、私たちの内にはそうなる力もありません。たとえ人間中心主義者が何と言おうと、またどんな偽りの信条がはびころうと、この事実に変わりはありません。今世間には、「神は万物の父であり、人類はみな兄弟です。人は啓蒙と教育を受けさえすれば、自分の力で自分を救うことができます」といった類の偽りがはびこっています。それにもかかわらず、人がそうなるよう永遠の昔から神が意図してこられたものになる力は、私たちの内にはありません。最近の歴史に照らして見ると、人はなんと盲目なのでしょう、「数千年の時を経て、人は神に近づいている」という信条をなおも保持しているとは！私たちは初めから少しも神に近づいてなどいません。神は必ずそのような類の盲目をすべて滅ぼされます。しかし、人々は盲目であり、依然としてそのような信念にしがみついています。この徹底的に堕落した領域では、そうした信念はそう簡単にはなくならないのです。しかし、希望はどこにあるのでしょう？この両者の間に十字架は立ちます。十字架は永遠のものを守るだけでなく、天的なもの、この全く「別の」ものをも守ります。一方において十字架はありのままの私たちを担い、他方において神の御旨の実現を確かなものとして、両者を共に十字架につけられたこの人に渡します――この御方は復活により、人がそうなるべき者の最初の者になられました。この方は十字架によりそうなられたのです。主イエスの十字架、十字架につけられたキリストは、この別の種類の人を確保します。そして（これまで述べてきたように）私たちは再生される時、この新しい体制に属する胚芽的命を受けます。キリスト・イエスにある命の御霊の法則に従いさえするなら、私たちはこの同じ形に変えられ、造り変えられ、成長してあらゆる点で彼に至ります。私たちは少しずつ彼に似た者になり、次に、彼が私たちのために最後に介入されるあの大いなる日、「私たちは彼のようになります。なぜなら、私たちはありのままの彼を見るからです」（一ヨハネ三・二）。私たちはみな変えられます。そして、この朽ちるものは朽ちないものを着、死は勝利のうちに飲み尽くされます（一コリント十五・五三～五四）。十字架がこれを成し遂げます。十字架はなんと偉大なのでしょう！


  裂かれたパンであるキリスト


  主イエスがご自身について「わたしは命のパンです（中略）わたしは天から下って来ました」とこのように象徴的に語られたのは、これが理由であることがわかります。「わたしを食べる者は……」、「人の子の肉を食べず、その血を飲まなければ、あなたたちの内に命はありません」。明らかにこれが意味するのは、このパンは裂かれなければならないということです。彼がこれらの言葉を語られたのは、個人に対してだけでなく、信者の群れ全体に対してでもあります。「わたしを信じる者は」と言われたからです。このパンは分配されなければなりません。この御言葉につながる出来事として、群衆の養いがあったことがわかります。群衆を養うためにパンを裂いたことが元となって、命のパンである彼ご自身に関するこの素晴らしい啓示が与えられました。裂かれたパンはどこで分配されることになっていたのでしょう？十字架においてです。十字架はパンを裂くことであり、それは私たちがキリストを受けられるようになるためです。パウロはこれをすべて解き明かし、その奥義に直接至ります。エペソ三章十七節、十八節というこの比類ない節で彼はこう述べています。「それはキリストがあなたたちの心の中に信仰を通して住まわれるためです」。キリストはどのようにして私たちの心の中に住まわれるのでしょう？キリストは裂かれて、信仰に対して与えられるのです。信仰が手を伸ばします。すると、この裂かれて分配されたキリスト――キリストは裂かれましたが、それでも完全な御方です――が来て、私たちの心の中に住んでくださるのです。「……それはキリストがあなたたちの心の中に信仰を通して住まわれるためです。それは、あなたたちが愛の中に根ざし土台づけられて、すべての聖徒たちと共に理解するよう強められるためです……」。「私たちは数は多いですが、一つパン、一つからだです」（一コリント十・十七）。そうなったのは、私たち全員の心の中に信仰を通して住まわれるキリストによってです。「……その広さ、長さ、高さ、深さをすべての聖徒たちと共に理解するよう強められ、人知を超えたキリストの愛を知り、あなたたちが満たされて神の全豊満へと至るためです」。この御言葉は私たちがこれまで述べてきたことを一つの包括的文章にまとめたものにほかなりません。


  神の愛の偉大さ


  キリストの愛の四つの寸法について新たに強調して終わることにします。愛はエペソ書で、「恵み」というこの偉大な言葉と手を取り合って進みます。恵みと愛はエペソ書では双子です――あるいは、「恵みとは行動する愛である」と言えるでしょう。エペソ書で恵みという言葉を読む時、それは私たちを地獄から救って天の保証を与えるために私たちに与えられる神の恵みを意味するだけではありません。それは私たちを救って高く豊かな全き神の御思いに至らせる神の恵みをも意味するのです。恵みの目的はこれに尽きます――この巨大な永遠のものが恵みの目的であり、すべては教会と関係づけられるようになります。これがこの書における神の恵みです。次に、恵みは神の愛のゆえであることが示されます。「キリストは教会を愛して、そのためにご自身を渡されました」（エペソ五・二五）――これは裂かれたパンです。この愛は十字架から発します。ここでまず十字架が示されます。「この方にあって私たちは贖われました」（エペソ一・七）。「あなたたちを彼は生かしてくださいました。あなたたちは自分の咎と罪によって死んでいた者であり、かつてはそれらの中で、この世の行程にしたがって歩み、空中の権を持つ君、すなわち、不従順の子らの中に今も働いている霊に従って歩んでいました。また、私たちもみな、かつては彼らの中にいて、肉の欲によって生活し、肉や思いの欲するままを行い、他の人々と同じように、生まれつき怒りの子でした。しかし神は、あわれみに富んでおられるので、私たちを愛してくださったその大いなる愛のゆえに、私たちが自分の咎のゆえに死んでいたにもかかわらず、私たちをキリストと共に生かしてくださったのです」（エペソ二・一～五、アメリカ標準訳）。これが十字架において示された神の偉大な愛であり、十字架により私たちをこの恐るべき死から甦らせてくれるのです。


  次に、この愛の四つの寸法――広さ、長さ、高さ、深さ――が示されます。この寸法は何でしょう？それは十字架が及ぶ範囲の壮大さを示しています。十字架の広さ――ああ！十字架はなんと広大なのでしょう！神の愛はなんと広大なのでしょう！神の愛によって、あなたは心底「心の広い教会人」になることができます！ああ、神の愛は私たちが思う以上に遥かに大きく、遥かに広いのです。ああ！私たちの心を広げてくれるこの愛がもっと必要です！私たちはあまりにも狭量で、卑劣で、けちけちしています。神の愛について広い観点で考えるのを恐れないようにしようではありませんか。神の愛がなしてきたこと、神の愛が救ってきた人を主が示される時、私たちの中には驚く人もいるでしょう。ああ、神の愛の広さよ！これは私たちを「あなたたちも心を広くしてください」というコリント人に対するパウロの勧めに連れ戻します。


  これが広さであり、外側に及びます。今度は神の愛の長さについてです――これは前後に及ぶものであり、永遠の過去に、堕落の前に、あらゆる出来事の前にまで遡ります。十字架の愛はその彼方にまで及び、凌駕します。神に感謝します、サタンやアダムを通してこの被造物に到来したいっさいのものを十字架は凌駕して、もはや時がなくなっても進み続けます。十字架、神の愛は永遠の過去にも永遠の未来にも伸びているのです。


  「……その広さ、長さ、高さ」――ああ、神の愛の高さ、私たちの主イエスの十字架の高さよ！なんという高さまで私たちを連れ上れることか！「……そして私たちを天上で彼と共に座らせてくださいました」（エペソ二・六）。十字架の力のなんという高さ！私たちを引き上げる十字架のなんという有効範囲！私たちは自分がどうなるのか想像もつきません。ヨハネは言います、「愛する者たちよ、今私たちは神の子供です。私たちがどうなるのか、まだ明らかにされていません。私たちはこのことを知っています。彼が現れる時、私たちは彼に似た者となるのです」（一ヨハネ三・二）。変貌の山での彼をご覧なさい！ダマスコ路を照らした真昼の日の光よりも明るい彼をご覧なさい！黙示録の冒頭に記されている、ヨハネが見た彼をご覧なさい。「彼を見た時、私は死人のように彼の足下に倒れた」（黙示録一・十七、アメリカ標準訳）。私たちは彼に似た者になるのです！私たちにはそれを描写できませんが、これが十字架の高さであり、神の愛の高さです。ああ、十字架はなんと高く上げることか！神の愛はなんと高く上げることか！これは実際的なことであり、たんなる教理ではありません。神の愛が実際に人生を握る時、それは引き上げます。神の愛は引き上げます。ああ、神が今あなたの傍らに個人的に訪れて、この方は大能の神、永遠なる御方であることをあなたが知り、この御方があなたに「わたしはあなたを愛しています！」と仰せられたなら、あなたは直ちに地上からきれいさっぱり引き上げられるでしょう。十字架は神が私たちを愛しておられることの偉大なる啓示です。「神はそのひとり子を賜るほど愛してくださいました」（ヨハネ三・十六）。ああ、この愛が私たちの間にあって、地上における私たちの存在が他の人々を引き上げるものとなりますように！そうでないことがあまりにも多いのではないかと、私は恐れます――私たちは投げ棄てたり、抑圧したりしていて、引き上げる影響を及ぼしていないのです。ああ、この引き上げる神の愛の中へと、神が私たちをさらに救ってくださいますように！


  それから、神の愛の深さと、十字架の深さです。私たちは歌います。


  
    「ああ、私にその意義を教えてください。


    　あなたの愛は比類なく、


    　その愛は深みにまで及びます、


    　私の絶望よりも深いのです！」
  


  私たちの中にはこの深さ――自分に対する絶望の深さ――を知っている人もいます。彼はすべての人のあらゆる絶望、失望、恥、罪というアビスを、そのどん底に至るまで担ってくださいました。そして、十字架、神の愛はそこにまで届いて、引き上げてくれたのです。その深さはいかばかりでしょう？この愛に触れた時、使徒が我に返って、意味をなさない言葉を語ったのもうなずけます。「……人知を超えたキリストの愛を知ることができますように」（エペソ三・十九）。人の言葉では到底表現できないのです！エペソ書は最上級表現の書です。この書を書く時、パウロは言葉では表現しきれませんでした。なぜなら、彼はこの生活、この世、この被造物を全く超越していたからです。彼は永遠に、天に、神に触れていたのです。それを描写しようとしても人の言葉ではどうにもならないほどだったのです！「その力の卓越した偉大さ」（エペソ一・十九）。「……すべてを遥かに超えて豊かに行える御方」（エペソ三・二〇）。言葉では描写できません。ここに愛の四つの寸法が示されていますが、それは人知を超えています。それはたんなる修辞的表現にしか聞こえないかもしれません。そうなのですが、ああ、私はこう信じています。この言葉を通して、神の霊は私たちの心に強い印象を与えて、「神の愛は人が思いはかるよりも広いのです」と語ってくださると。神の愛はこの世の絶望、恥、罪の深さよりも深いのです。神の愛は、それがなしうると私たちが考える最高の考えよりも高く、私たちを時間の外側の永遠につなぎとめるのです。


  



  第６章 復活の偉大さ


  「……神の大能の力の働きにしたがって、信じる私たちに働く彼の力の卓越した偉大さ。神はその力をキリストのうちに働かせて、彼を死者の中からよみがえらせ、天上においてご自身の右に座らせ、彼を、すべての支配、権威、権力、主権の上に置き、また、この世ばかりでなく来るべき世においても唱えられる、あらゆる名の上に置かれました。」（エペソ一・十九～二一、アメリカ標準訳）


  高く上げられたキリストは人の完全な代表である


  今回の私たちの主題は、これらの御言葉の中に入り込んで、その意味するところを理解・感得することです。この目的を達成するために、私たちは主に全く拠り頼みます。この節全体を熟慮しつつ読むなら、次のことがわかるでしょう。すなわち、キリストが神の右におられることには目的があるのです。その目的とは、キリストを私たち信者全員の総代表とすることです――「信じる私たちに」とあるとおりです。これには関連があります。神は「キリストをご自身の右に座らせ」ましたが、これはキリストを死者の中からよみがえらせたこの卓越した偉大な力を行使した最終段階でした。そして、この句の終わりで、神は「キリストを万物の上にかしらとして教会にお与えになりました。この教会は彼のからだです」と述べられています。キリストは神の右に単独者として――高く上げられて孤立している、誉れある主として――つかれたわけではありません。そうではなく、神の御思い、意図によると、キリストは私たち信じる者、彼のからだである教会と関係しておられるのです。神の御言葉が示す根本的なキリスト像は、キリストは人の代表たる立場、地位にあるというものです。これこそ、イエス・キリストについての啓示全体の最も根本的なものです。キリストは人に関する神の思想の化身です。しかし奇妙なことに、この化身たる御方は究極的には人間経験を全く超越した領域に移されます。この御方は他のだれもいたことのない所に置かれます。キリストは完全にまた最終的に代表者として公にされます。それは死を通り抜けて死を超越した経験と立場によります。私は言いますが、人類史上、他の何者もそこに達したことはありません。一見、この事実は「キリストは代表である」という観念を粉砕するかのように思われます。他のだれも到達したことのない領域や立場でキリストが代表であると言っても、どうやってキリストはすべての人の代表になれるのでしょう。しかし、これについてさらに注意深く考えるなら、まさに正反対であることがわかります。これこそキリストが代表たりうる理由であり、その方法なのです。なぜなら、どの領域や関係においても、その完全な代表となるには、その領域の目的や可能性をすべて実現する必要があるからです。ある花を取り上げて「この花はこの種類の花の完全体です！」と言うには条件があります。その条件とは、その花があるべき姿を完全に表すこと、そして創造時に内包していた可能性をすべて開花させることです。その花が成長を遂げて、神に定められた生来の目標に完全に達しないかぎり、完全体とは言えません。ですから復活したキリストは――こう言ってもよろしいでしょうか？――人を創造したときに神が抱いておられた御思いの完全体であり、それゆえ、キリストは他の何人も到達したことのない領域の中に入っていかなければならなかったのです。人に対する神の当初の御思いに完全に応える地位と豊かさをキリストは持たなければなりません。


  復活したキリストはあらゆる制約を一掃する


  しかし、私たちはこれに取り組まなければなりません！聖書の中には、旧約と新約のどちらにも、死者の中から甦った他の人々がいます。ラザロが顕著な例です。しかし、あまり議論するまでもなくわかることですが、復活後のラザロと復活後のキリストとの間にはとても大きな違いがあります。ラザロは死者の中からよみがえりましたが、依然として同じ人のままでした。ラザロに何らかの変化があった形跡はいっさいありません。ラザロは前と同じまま戻って来ました。ラザロの復活は神聖な意味における復活ではなく、甦生でした。復活と甦生との間には大きな違いがあります。主イエスの場合、これについて独特な点があります。キリストの独特さはその性質にあります。復活後、キリストはその性質を帯びておられました。多くの違いがありました。その違いはあまりにも現実的だったため、キリストと最も親密な関係にあった人々、最も親密にキリストと同行していた人々でさえ、神からの特別な力づけがないかぎり、キリストを見分けられなかったことがわかります。キリストが彼らを受け入れたのは、昔の根拠に基づいてではありませんでした。キリストは昔の愛情に満ちた人間的抱擁や接触を全く許可されませんでした――「わたしに触れてはいけません」（ヨハネ二〇・十七）――なぜなら、抱擁や接触は天然的生活の古い水準にある仕草だったからです。他方、キリストはご自身に触れることを許されましたが、それは信仰による接触でなければなりませんでした。キリストは「わたしに触ってみなさい」と疑いを持つ者を招かれました――「あなたの手を伸ばして、わたしの脇に入れなさい」（ヨハネ二〇・二七、アメリカ標準訳）――しかしこれは疑いと不信仰に打ち勝ちなさいという信仰への招きでした。これはそれまでとは異なる種類の関係でした。というのは、キリストはある領域の外に出て行って、別の領域の中に入られたからです。今や、昔の制約や束縛はもはやありません。空間はなくなり、時間もなくなりました。キリストは姿を消されますが、離れるわけではありません。そこにおられるのであって、やって来るのではありません。今や、新たな力、新たな能力、新たな才能があります。すべてが別の領域にあるのですが、それでも大いに現実的です。キリストはその現実を強化されます。なぜなら、信者たちは二つの世界の間にあるからです――昔の世界と今の世界です――信者たちはその違いを学ばなければなりません。それは全く新しい種類の命と新しい体制についての啓示です。あの世の目に見えない世界に対する好奇心に、主はつけ込もうとしておられるのではありません。霊的現実を強烈に印象づけようとしておられるのであって、それこそ主が深く悟らせようとしておられることです。復活したキリストを見て、復活の側にあるこの人の性質を理解するとき、私たちは人が造られた目的をキリストの内に見るようになりますし、キリストが人に対する神の御思いの化身であることを見るようになります――キリストは私たちが経験する生活上の諸々の制約の全く外側にあってそれを超越しており、空間や時間の支配の外側にあって、私たちがほとんど知らない力や、私たちがみな望んではいるものの朧気にしかわかっていない能力を持っておられるのです。


  キリストは何をなさったのでしょう？死に至らせるものや、死が包含しているものを、すべて取り除かれたのです。死は万物の上に制約を課すものであり、天と地の間に割り込んで来て、人を束縛し、人の成長を強固に阻んで、虚無に至らせるものです――死は人のあらゆる奮闘や努力を虚無に至らせるものです。キリストはこの死を対処し、それを道から除いて、人に対する神の御旨がすべて力強く成就されることを可能にされました。キリストは死の行程を逆転させて、人が成熟に達する邪魔者である死を取り除かれました。そして復活により、命と不朽――不朽性――を明らかにされたのです。


  ですから、復活後にキリストが行われた最初のことの一つは、聖書をひもといて、聖書全巻に記されているご自身について示すことでした。キリストはモーセの書からはじめて、当時の聖書の最初から最後まで解き明かされました。聖書全巻――これは何を示しているのでしょう？それは歴史です。聖書は常に神を見据えつつ人の歴史を示します。そして、人の歴史は神の御思いに関するかぎり、失敗の歴史です。しかし今、復活により、キリストは失敗と無力さの歴史全体をひもといて、「この失敗、この無力さは永遠に続くものではありません。それは必然的なものではありませんし、最終的なものでもありません。わたしはここにいます！」と語りかけるものが、いかにずっと現存していたのかを示すことができます。ラザロのよみがえりの記録から、主がどのようにこの特別な真理を用いられたのかわかります。「あなたの兄弟はよみがえります」。「はい」とマルタは言いました。「終わりの日に彼がよみがえって復活することは存じております」。主はさえぎって言われました、「終わりの日ではありません！わたしがいるからには、終わりの日は今なのです。時は過ぎ去り、昨日も今日も明日もありません」――「わたしは復活であり命です」。「わたしがここにいるからには、時は完全に包囲・網羅・排除されているのです」。「わたしは在る（I am）」――前にこの言葉を聞きました！この永遠なる御方は復活であり命です。なぜなら、永遠が到来する時、時間は退散するからです。聖書はすべて、この御方を示しているので、「確かに、地上の歴史は今あるとおりのものかもしれません。しかし、わたしがここにいます。最後には、この歴史は一変するでしょう」という語りかけが込められているのです。これはキリストが復活の日に言われたのと同じことです、「わたしは生きています。わたしは全聖書を成就しました。わたしは全聖書、神に関わる人の歴史全体を集約して、それを成就しました。わたしは神の御旨をすべて実現し、歴史からは不可能と思われたことをすべて実現したのです」。


  復活・昇天したキリストの表現である教会


  さて、復活して神の右に座しておられるキリストに関して、新約聖書は私たちに二つのことを示しています。それが私たちに示しているのは次のことです――これまで指摘してきたように、それはこのエペソ書に特に記されています――すなわち、キリストのからだである教会は御霊により今や、復活したキリストと一つなのです。「……キリストを万物の上にかしらとして教会にお与えになりました。この教会は彼のからだです」。これはかしらなきからだではありませんし、からだなきかしらでもありません。かしらとからだは一つです。同書が述べているように、私たちは神の御思いによればキリストと共に天上に座しています。教会は、霊的立場から見ると、復活したキリストと一つです。これが新約聖書が私たちに教える第一の偉大な項目であり、特にパウロを通して御霊の啓示によって与えられました。たとえ地上のある場所にいる小さな群れが教会を代表しているだけだったとしても、もしその群れがキリストの立場に真に立つなら、時間も空間も制約もすべて取り払われて、地の最果てまで一瞬で影響が及びます。地上のある小さな群れが、再生により、キリストを死者の中からよみがえらせたこの同じ御霊の力強い働きにより、復活したキリストの立場に立ち、その最も内なる存在においてキリストと共に新創造の立場の上に真によみがえらされて、御霊によって治められているなら、その群れが聖霊によって機能するとき、空間は取り払われ、地理は全く消え去り、その地点から地の果てまで影響が及びます。一瞬のうちにどこでも何でも起こりえます。これは何週間、何ヶ月、何年も待たなければならない問題ではありません。もし主がそう望まれるなら、教会は一瞬でその効力を及ぼせるのです。なぜなら、時間はもはや支配していないからです。御霊の中にある時、あなたは時間の領域の外にいるのです。御霊によって祈ることは、神の右におられるキリストを動かすことにほかなりません。復活したキリストが機能されるのです。ですから、復活したキリストは言われます、「見よ、わたしはこの時代の終わりまでいつもあなたたちと共にいます」。「天と地のあらゆる権威がわたしに与えられました。それゆえ、あなたたちは行って、すべての国民を弟子としなさい」（マタイ二八・十八～二〇）。


  しかし、誰が行くべきでしょう？教会です。そして、教会の最低限の核は二人です。これは団体的なことであって、からだの意義を見せています。御霊による機能が働いている時、それは復活・昇天して高く上げられたキリストがそのからだを通してまさに御業をなしておられるのです。制約はすべて取り払われます。これは途方もないことです！もちろん、これは私たちにとってあまり驚異的には聞こえません。なぜなら、私たちはこれについて前に聞いたことがあり、教えとしてそれについていくらか知っているからです。しかし、この類のことをそれについて聞いたことのない世の中に持ち出すなら、それは馬鹿げた異様な思い込みに聞こえます。しかし、キリスト教はそのような世間の中にあるので、途方もない信仰が必要です。これは真実か否かのいずれかです。もしこれが真実なら、これは途方もないことです。もし真実でないなら、私たちは愚か者です！しかし、これは事実です。ああ！復活したキリストとの生ける合一の意義を教会がさらに学べますように！二、三人以上の一つの群れが必要です。この地上では時間や空間によって制限されているかもしれませんが、それでも聖霊によって真に機能している群れが必要です。それはこの宇宙的キリスト――神の右におられるキリストの全き意義――が表現されるためです！私は神に求めます。これをあなたが御霊によって考え、知り、理解することができますように。というのは、これは大きな違いを生じさせるからです！これを適切に理解するには、さらに長い道のりを行かなければなりません。しかし、これは真実なのです！


  すでに述べたように、神の御心によると、復活して神の右におられるキリストは人の総代表です。神の右にキリストがおられることは何を意味するのでしょう？キリスト復活後の四十日は何を物語っているのでしょう？キリストは別の領域におられて、全く別の立場に立っておられることを物語っているのです。古い人の天然的な事物は過ぎ去りました。キリストはそうしたものを許されません。すべてが新しくなりました――新しい力、関係、能力、理解力が到来しました。状況は一変しました。この状況は古い状況を超越しており、その遥か彼方まで及びます。そして、今や可能になったものは、私たちの理解力を超えています。これがコリント人への第二の手紙五章十七節の意味です、「だれでもキリストにある人は新創造です。古いものは過ぎ去って、見よ、新しくなりました」（アメリカ標準訳）。


  このような事柄に触れる時、人の言葉は無力で表現不能です。「彼の力の卓越した偉大さ」――この領域における最上級表現です！ああ、キリストのパースン、死、復活の偉大さを新たに理解することにより、このように広げられますように！


  ですから、新約聖書が示している最高のことは、真の霊的基盤の上にある教会は復活したキリストと調和しているということです。私たちがこの地上で知っている「教会」のことではありません。なぜなら、そのようなものは復活したキリストと調和していないからです。しかし、教会に関する神の御思いは無理なものでもたんなる理想でもありません。実際的なものです。単純で謙遜な二人の聖徒が御霊の中で実際に共に集まるなら、その二人がたとえこの世では重要人物ではなくても、天と地のあらゆる権威を委ねられたキリストの機能的道具となることができます。この二人により、昔の制約はすべて取り払われます。そして、この二人は地の果ての至る所に一瞬で影響を及ぼせます。あなたはこれを信じるでしょうか？実際のところ、これこそが、私たちが復活したキリストに栄光を帰す意味です。それは感情以上のもの、輝かしい教理以上のものでなければなりません。そうです、私たちが同意する真理以上のものなのです。それは大いに実際的でなければなりません。復活したキリストは教会にとって最も実際的な命題です。キリストは復活したとき言われました、「天と地のあらゆる権威が、たった今、わたしに与えられました。ですから、あなたたちは出て行って……」――これは教会に対して語られました――「見よ、この時代の終わりまでわたしはあなたたちと共にいます」――天と地のあらゆる権威を持つ方が私たちと共におられます。その実際上の意義や価値を私たちは理解してきませんでした！私たちはただその断片を拾い上げて、それを世界的な伝道や宣教の根拠としてきたにすぎません。復活したキリストがこの御言葉に込められた素晴らしい意義を、私たちはまだ汲み尽くしていないのです。


  霊的なものは究極的には文字どおり完成される


  これに関連して新約聖書が私たちに示しているもう一つのことは――これについては触れるだけですが――霊的なものは究極的には文字どおり実現されるということです。キリストとの合一は今は霊的な問題です。それは霊の命に関する事柄であり、私たちの内におられる御霊に関する事柄であり、私たちが御霊の中にあることに関する事柄です。しかしこれにはもう一つの面があって、この霊的なものは究極的には文字どおり完成されるのです。霊的なものの究極的完成とは、この卑しい朽ちるべき体が個人的にも団体的にもキリストの栄光の体のように変えられることです。これは個人的な事柄です。なぜなら、これをコリント人への第一の手紙十五章は意味するからです。これはまた団体的な事柄でもあります。なぜなら、からだ全体が変えられるからです。教会は、しみやしわやそのようなものの全くない、輝かしい教会、栄光の教会になります（エペソ五・二七）。腐敗の痕跡は何もなく、腐敗するおそれもありません。キリストの栄光の体のようになります。これが霊的なものの究極的完成です。「私たちは聖霊によりその保証を持っている」と使徒は述べています。


  どうか主が、実際的なものであるキリストの復活の意義を、私たちに垣間見せてくださいますように。この実際的意義は何らかの行動を促すべきものですから、私たちはそれをまず信仰によって理解し、次にそれに基づいて行動を始めようではありませんか。私たちが共に集まるのは、たんに祈りの言葉を唱えたり、あらゆる種類の嘆願をするためではありません。生ける主に、御霊により、場所や空間や時間の領域を超えて働く機会を与えるためです。また、主ご自身が御座から教会を通して地と天の全領域に触れて、御旨として示されたことを行えるようにするためです。主は時間の外側におられることをわかっているのに、なぜ今ではないのでしょうか？主は事を望んでおられるのに、なぜ遅延を受け入れるのでしょうか？私たちはもっと実際的でありたいのです。私たちは復活して御座につかれた主と一つであることが真実なら、それは絶大な影響を及ぼしてしかるべきです。どうかそうなりますように！


  



  第７章 御座についたキリストの偉大さ


  



  「そしてソロモンは王として主の位についた。」（歴代誌上二九・二三）


  「その時、雲はその宮すなわち主の宮に満ちた。祭司たちは雲のゆえに立って務めをすることができなかった。主の栄光が神の宮に満ちたからである。」（歴代誌下五・十三～十四、アメリカ標準訳）


  



  今読んだ御言葉は私たちを再び新約聖書に向かわせます。「ソロモンは王としてエホバの位についた」。もちろん、予型としての限られた意味でそう言えるだけです。ダビデの位、イスラエルの家の位は、実にまさしく神の位でしたが、比較的とても限られた意味でそう言えるだけでした。エペソ書はこの旧約聖書の箇所を私たちのためにまたもや大いに解き明かしてくれる書ですが、この書が主イエスについて述べているのは以下のとおりです。


  
    「神はキリストを死者の中からよみがえらせ、天上でご自身の右に座らせ、あらゆる支配、権威、権力、主権の上に置き、この世ばかりでなく来るべき世においても唱えられる、あらゆる名の上に置かれました。そして、万物をキリストの足の下に従わせ、彼を万物の上にかしらとして教会にお与えになりました。この教会はキリストのからだであって、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です。」（エペソ一・二〇～二三）
  


  この王座は比類ない絶対的なものであり、ソロモンの王座はそのお粗末な影にすぎません。「このような完全な意味で、イエスは王としてエホバの座につかれた」と言うことができます。


  主の栄光が宮を満たしたことのもう一つの面は、新約聖書において二つの方法で示されています。これが示されているのはまたもやエペソ書においてです。パウロは神の永遠の御旨に従って天上のキリストとその教会についてこのようにスケールの大きな徹底的調査を行った後、次のように偉大なまとめの言葉を述べました。


  
    「今、私たちの内に働く力に従って、私たちが求めまた思うところのいっさいを、遥かに超えて行うことのできる方に、教会により、またキリスト・イエスにより、栄光が世々かぎりなくありますように。」（エペソ三・二〇～二一、アメリカ標準訳）「主の栄光が宮に満ちた。」
  


  これが霊的に始まったのはペンテコステの日であることを私たちは知っています。主イエスは天上で大能者の右に上げられ、王としてエホバの位に座し、ペンテコステの日にその栄光が宮を満たしました。これは御子とその民の両方に関する主の御旨を示しています。


  さて、これをすべて少し適用することにしたいと思います。根本は王座につかれたキリストです。まさにエホバの位についておられるキリスト――すべてはこれから発し、流れ出ます。祭司たちですら務めをすることができませんでした。なぜなら彼らのための余地はなかったからです。主の栄光が宮を満たしました。主がその地位につかれる時、他者のための余地はなくなります。主だけがその地位を保持されるからです。主イエスが真に主となられる時、他のものはみな出て行きます。これについては後でもっと詳しく見ることにします。ご自身の地位、神に定められた地位、神が常々思ってこられた地位につかれたキリスト――ここから私たちは開始します。これこそ他のいっさいの秘訣であり、鍵です。「それは彼があらゆることで第一位を得るためです」（コロサイ一・十八）。キリストが神によって定められた地位につかれないかぎり、あなたは決して霊的豊かさの秘訣を得られません。神によって定められた地位にキリストがつかれる時、私たちや他のものの余地はなくなります。


  これは単純ですが、これこそ私たちのあらゆる問題の原因です。これに関して、主ご自身の民ですら、これを実現するにあたって相当な困難に直面しています。実にこれはみな、主がご自身の地位につかれるかどうかの問題です。主がご自身の地位につかれる時、主の宮に主の栄光が満ちる秘訣を私たちは得ます。豊かさの秘訣を得ます。


  キリストが王座についた結果


  （ａ） 神の民に安息が訪れる


  さて、ソロモンを見るなら、そしてソロモンが王としてエホバの位の地位につくのを見るなら、またその結果、結末、影響を見るなら、いくつかのことがごく単純に示されていることがわかります。一つは、イスラエルが素晴らしい安息の時を迎えたことです。ソロモンは王としてエホバの位に座し、イスラエルは周囲の至る所で安息を得ました（列王記上四・二四～二五）。


  もちろん（余談として述べると）、これらの点はみなそのほとんどが将来の時代と関係していることを私たちは覚えています。しかし、聖書には常に二重の面があります。経綸上の面と霊的な面です。ペンテコステの日に起きたことについてはすでに指摘しました。しかし教会はペンテコステの日以降、外面的な地的方法で安息を得たわけではありませんでした。外面的には安息どころではありませんでした――しかし、素晴らしい安息が教会の中に訪れたのです。その時から、使徒たちにとっても状況がどう変化したのかは見過ごせません。素晴らしい確信、素晴らしい自信、素晴らしい勇気と大胆さ、素晴らしい証しの効力があったのです。これはみな、彼らが安息に、内なる安息に入ったためでした。その安息はキリストが主であることを知ったことによって生じたものでした。「何があろうと、キリストは主です！」が彼らのメッセージであり、彼らの姿勢でした。「支配者たちや民が何をしようと、キリストは主です！状況がどうなろうと、良くなろうと悪くなろうと、キリストは主です！」。そして、彼らがそう証言した時、それは効力を発揮したのです。まさに彼らに敵対する状況が、それを証明する結果になったのです。サタンではなく、人ではなく、環境ではなく、勢力ではなく、キリストが主だったのです！そこには深く静かな自信、確信、安息がありました。


  私たちは多くの小さな経験によって、また神の御旨との論争という大きな危機の中で、次のことを知ります。すなわち、私たちが神の絶対的主権に服する時だけ、私たちの意志、願い、嗜好、好みが神に従って服従し――いやいやではなく、無理矢理でもなく、喜んで、自ら進んで、積極的に――神の主権に服する時だけ、素晴らしい安息が私たちの心の中に訪れるのです。安息が訪れないかぎり、栄光はありえません。この宮を支配しているのはこの「安息」という言葉です。「立ち上がってください、ああ、エホバなる神よ。あなたも、あなたの力の箱も、あなたの安息所にお入りください」（歴代誌下六・四一）。「あなたの宮であなたの安息にお入りください」。この宮に安息が訪れないかぎり、何の栄光もありません。人々は箱を運び入れ、さおを引き抜き――さおが常に示していたのは動き、進展、休みなき道程でした――そして言いました、「ここが目的地です。私たちは旅の終点に達しました」。そして、主の栄光が宮に満ちたのです。


  これはみな信仰の安息の絵図です。信仰の安息についてヘブル人への手紙は大いに述べています。キリストは王としてまた大祭司として御座についておられることを心で真に理解することにより、この信仰の安息が生じるのです。


  一つ一つの面にあまり時間を費やすわけにはいきません。ソロモンの栄達から生じた一つ目の結果は、神の民に安息が訪れたことでした。


  



  （ｂ） 敵は無力化された


  次の点は――前の点の一部ですが――長きにわたってのさばり、ダビデが戦い続けてきた敵が、すべて無力化されたことです。ソロモンのこの栄達により、敵はみな大いに恐れて麻痺し、無力になったかのようです。これにも霊的な面があります。新約聖書がみごとに示しているように、敵は活発に働き、力のかぎり攻撃して滅ぼそうとしましたが、その結果はどうだったでしょう？敵は無力にも、これを停止させられず、その栄光を全く滅ぼせませんでした。真の意味で無力だったのです。これが使徒行伝の物語です。敵がたくさんいて、いなくなりはしませんでしたが、この御名、この証し、このキリストに対して、敵はなんと無力だったことでしょう！敵の行いは彼ら自身の上に降りかかっただけでなく、主の御旨に役立てられました。ですから、この二重の意味で敵は無力だったのです。キリストが実際にご自身の地位につかれる時、敵がいて活動しているかもしれません。そして多くの害を与えて、好き放題しているように思われるかもしれません。しかし、キリストが主であるとき、キリストの主権が敵に立ち向かいます。そして、敵が自分たちの目的を遂げることや、自分たちの計画を遂行することを不可能にします。「神を愛する者たち、すなわち御旨にしたがって召された者たちには、万事が共に働いて益となります」（ローマ八・二五、アメリカ標準訳）。この「万事」という言葉は、敵の諸々の活動の大部分をも網羅します――敵の活動も主の主権的働きにより益となります。敵は勝利できないのです。


  



  （ｃ） 神の民のための豊かな富


  ソロモンの即位の結果生じた次の点は、神の民のための豊かな富です。前の章で述べましたが、神により与えられたソロモンの富は莫大なものでした。「エホバは全イスラエルの目の前でソロモンを非常に大いならしめ、彼より前のイスラエルのどの王も得たことのない王威を彼に与えられた」（歴代誌上二九・二五）。前に述べましたが、これはソロモン自身のためではなく、ソロモンが自分の満足のために自分で使ってはならないものでした。それはイスラエルのためであり、ソロモンが即位した時、イスラエルはソロモンの富の恩恵にあずかったのです。


  ここでエペソ書とその姉妹書であるコロサイ書は私たちに告げます。神は主イエスを満たして、全豊満を彼の内に宿らせた、と。「御子のうちに全豊満を宿らせることを、御父は喜ばれました」（コロサイ一・十九）。ピリピ書には私たちのお気に入りの一節があります――「私の神はキリスト・イエスにある栄光の富にしたがって、あなたたちの必要をすべて供給してくださいます」（ピリピ四・十九）。キリストは全く満たされておられ、その富はあなたたちのためです。イスラエルはソロモンに対する神の惜しみない御手の恩恵にあずかりました。ソロモンが彼の地位にあった時、イスラエルはその恩恵にあずかったからです。ああ、私は言葉をもて遊んでいるのではありません！誇張しようとしているのでもありません！私は信じていますが、私たちがキリストの富を知るのは、このような実際的な瞬間なのです。神の民はどこにいたとしても、キリストが自分たちに対してどれほど豊かな御方なのかを知らなければなりません。神の民は今日、次のような悲劇からどれほど救われる必要があることでしょう。すなわち、飢えて行き巡り、霊の食物を探しても見つからない、という悲劇です。また、弱々しく、不毛で、自分たちを通してこの世に及ぼす神の衝撃力に欠けている、という悲劇です。これは、彼らが十分ではなく余裕がないこと、有能な民ではないことを示しています！これが今日の概況ですが、そうであってはなりません。神の民が、神が彼らのために御子の中に蓄えてくださったこの富の恩恵にあずかること、これが神の御思いです。キリストがご自身の地位につかれる時、私たちは彼にあって受け嗣いでいるものを知り始めます。


  



  （ｄ） 王国の拡大


  ソロモンの即位の結果生じた次の点は、王国の拡大です。神はこれを約束されました。ソロモンは拡大、併合、建造を始めたことがわかります。彼の王国は増し加わりました。新約聖書に関するかぎり、これについて論じるまでもありません。主イエスが御座につかれた時、その王国は直ちに拡大し始めました。この霊の王国の中に、神の愛する御子の王国の中に、私たちは移されました。


  さて、要点はこうです。教会成長、つまり神の働きの拡張・拡大の鍵は何でしょう？キリストに属するものを増し加わらせる鍵、世界的に増し加わらせる鍵は何でしょう？それは、キリストの栄光と主権について、またキリストがエホバの王座についておられることについて、理解されるようになることです。これは次の道筋によります。第一に、キリストが主となって、ご自身の地位につかれる時、その結果として、私たちは安息した民となります。もし私たちが、やつれた顔や心配そうな表情で、悲しみや悩みというひどい重荷を背負って、世人の前に出て行くなら、増し加わりも成長も霊的拡大もあまりないでしょう。イエスは主であるという根拠に基づいて心に安息を見いだして、その証しを携えて行けるようになるなら、世人は注目するでしょう。ここに深刻な試みを通っているクリスチャンがいるとします。その人生は全くかんばしくありません。状況は辛く困難であり、この人ほど神の愛・力・主権に疑問を抱く理由のある人はいません。世人はその人に注目します。彼らは何を見、何を聞くのでしょう？「救いたまえ、主よ、私たちは滅びてしまいます！」でしょうか？それとも、「大丈夫です。主は御座についておられます。状況は外見どおりではありません。私たちはくぐり抜けます、勝利のうちにくぐり抜けます。これで終わりではありません！」でしょうか？圧迫、圧力、試み、逆境、矛盾を乗り越えた、静かな安息に満ちた確信、これこそが王国が増し加わる方法です。信仰の安息は証しの大きな力であり、増し加わりという結果になります。他の人々が次のことを知る時、それは価値ある証しとなります、「この人たちは、なんとかやっていける分だけでなく、ふんだんに持っています。彼らは、彼らのキリスト教に欠けているものを補うものを探して、常時エジプト――この世――に下って行くまでもなく、十分に持っています。彼らは世人と同じくらい持っているだけでなく、遥かに多く持っています。彼らはこの世から全く独立して満足を得ており、完全な満足を与える新しい源を持っています」。私たちの多くはそうではない印象――クリスチャンになることはほとんどすべてを失うことだという印象――を与えてきたのではないかと私は恐れます。私たちは自分の姿、仕草、感化によってだけでなく、自分の行いによっても、そのような印象を与えてきたのではないでしょうか。私たちはあれこれ渇望して追い求めているのではないでしょうか。また、私たちは、主はすべてを満たしてはくださらなかったからという理由で、あれこれ得ずにはいられなかったのではないでしょうか？しかし、主が実際にご自身の地位につかれる時、私たちは主の豊かさにあずかるようになります。そしてその結果、他の人々はその秘訣を知ることを願うようになるのです。


  キリストが王座につかれる道のり


  私は締め括らなければなりません。最後に述べたいのは次のことです。これはどうすればすべて実現可能となって、経験できるようになるのでしょう？私たちは、この安息、この富、この霊的豊かさを願っています。敵が自分の狙いを最終的に遂げられなくなるよう願っています。また、この地上で主の所有が拡大するよう願っています。しかし、それはどのように実現されるのでしょうか？その答えは――これは包括的真理です――キリストが主となって王座につかれることによります。そうです、しかし、キリストはどのようにして王座につかれるのでしょうか？これは何か形式的・客観的なことではありません――神はイエス・キリストを選んで王座に座らされましたが、これは神の主権的な公の働きでした。これは何か霊的なことであって、私たちの内側に直ちに適用されて意義を帯びなければなりません。キリストはこのように王座につかれましたが、この事実は内なる意義を帯びなければなりません。そして、これは内側にある他のあらゆるものが対処されないかぎり実現されえません。ですから、キリストが王座について、それと共にその意味するところ――勝利、安息、富、拡張、拡大――が実現されるかどうかは、祭壇すなわち十字架にかかっているのです。私たちはこれまで、この十字架がいかに偉大かを見ようとしてきました。しかし、ここでも十字架の偉大さを見ることができます。キリストの高揚の実際的結果もまた十字架にかかっています。私が言わんとしているのはこういうことです。すなわち、他の主権がすべてキリストに服するものとされないかぎり、キリストが主となってその恩恵がもたらされることはありえないのです。ここで言っている主権とは、私たち自身の心という王国における主権のことです。これを調べるなら、これは新約聖書のすべての書簡で展開されていることがわかります。新約聖書の各書簡は、イエスが持っておられる主としての正当な地位を見せています。そして次に、使徒はこの仕事に取りかかって、例えばコリント人に言います、「あなたたちは自分たちの証しを損なっています。あなたたちは霊的豊かさを知らず、真の安息について何も知りません。あらゆるものが制限されて、傷ついています。あなたたちは十字架につけられた民ではなく、あなたたちの天然の命がイエス・キリストの道を邪魔しているからです。キリストが主となれないのは、あなたたちが自分の天然の命の力で主となっているからです。それは十字架に渡されなければなりません、あなたたち、コリント人よ」。「あなたたち、ガラテヤ人よ、あなたたちは旧約聖書、予型の支配が再び入り込んで自分たちを支配するのを許しています。律法が舞い戻ってきて、あなたたちは全く別の立場に立つようになってしまいました。キリストはすべての律法を成就されましたが、あなたたちはキリストをその地位から追放し、恵みから落ちて、律法に逆戻りしてしまったのです」。「私はキリストと共に十字架につけられました」というガラテヤ二・二〇の直接的意味が実際のものにならなければなりません。この文脈に気づかれたでしょうか？その直接的文脈は律法に関するものであり、律法の支配に関するものです。パウロが述べているのは、自分がいかに律法の下にいたのか、律法はどのように自分を支配していたのか、律法はどのように自分を束縛し自分の全生涯を制限していたのかということです。次に彼は言います、「私はキリストと共に十字架につけられることにより、律法から逃れました。生きているのはもはや私ではなくキリストです。かつては律法がこの道を邪魔していました。私の生活の中にあったこの律法主義により、私はこの道を邪魔していたのです」。律法主義によって束縛されているクリスチャンはだれでも、イエス・キリストに対する妨げであり、その御力の表れを制限しているのです。


  原則として、この同じ調べはすべての書簡に見られます。古い天然の命に属する何かが道を邪魔し、制限し、損ない、すべてを矛盾した状態に陥らせていたのです。それが何であれ、それはみな十字架に渡されなければなりません。


  あなたも私も、天然の存在は十字架の力の下に渡されなければなりません。十字架は私たちを道からどけなければなりません。それはキリストがすべてを満たせるようになるためです。これがこの箇所の意味です。この祭壇、この大きな祭壇がソロモンによって設けられたこと、神の満足のための大いなる包括的な一つの供え物が予型としてささげられたこと、次に王が王座についてこの祝福された結果がことごとく続いたことがわかります。


  親愛なる友よ、私たちが道を邪魔しているのであり、私たちこそ私たち自身の災厄であり制約なのです。この天然の命こそ、苦しみの真の原因です――しかし、力強い十字架があります。私たちは依然として言うことができます、「私はキリストと共に十字架につけられました」と。この意義にあずかることはなおも可能です。自己の命、自己の力、自己中心性を根本的に砕いてもらうこと、私たちの天然の命の屋台骨――私たちの宗教的な天然の命、献身的な天然の命、あるいは天然の命であるものすべて――を実際に砕いてもらうことはなおも可能です。その時、天然の命の力は去り、王のための場所ができて、王がすべてを満たせるようになります。その実際の働きにあずかった経験から、とはいっても私たちの霊的経歴は微々たるものにすぎませんが、私たちは次のことを知っています。どこかの時点でこの霊的生活が対処され、引きずり降ろされ、砕かれないかぎり、霊的安息、霊的成長、霊的豊かさの生活に入ることはできません。十字架がそれを支配しています。十字架こそ御座に至るものだからです――祭壇から御座へ、御座からキリストの栄光に至るのです。


  どうか主ご自身がこの御言葉を適用してくださり、この御言葉を通して語ってくださいますように。そしてその結果、主が全き地位、絶対的地位を得て、私たちが御座におられるキリストのあらゆる祝福にあずかれますように。


  



  第８章 第三部：教会の偉大さ


  



  聖書朗読：歴代誌上二八・二～七、十一～十三、十九：二九・三～五：歴代誌下二・一、二：エペソ一・四～六、十一、十二、十七～二三：二・七、十九～二二：三・十、十一、二〇、二一：四・一、四、五、十三～十五：五・二五～二七


  



  神聖な啓示の偉大な項目の三番目に来ることにします――それは教会の偉大さです。残念なことに、神の民のほとんどはその偉大さを見ていません。クリスチャンたちは自分の救いの偉大な御旨や意図を理解するのも、また自分の高い召しを知って理解するのも、痛ましいほど遅いのです。そして、これに関連して、神の民の間に大きな分裂が生じています。キリスト教はせいぜいありきたりのものになってしまいました。救われて、クリスチャンとして普通の歩みをする問題になってしまい、神の御心によると私たちの救いには偉大な御旨があったことを認識せずにいます。この偉大な御旨は、まず自分が救われて、次に他の人々を救いにもたらす働きに取り組むことだけではありませんし、それに尽きるものでもありません。そのどちらも良いことです。どちらも基本的で本質的なことですが、始まりにすぎません。そこから全く別の何かが始まるのです――それについてパウロはこう言及して述べています、「あなたたちにお願いします。あなたたちが召された召しにふさわしく歩んでください」。「あなたたちが召された召し」というこの句の周辺に、パウロは教会に関する途方もない項目をすべてまとめています。教会は、その過去の面については、遥か世々の昔にまで遡ります。その上側の面については――「天上にある」ものであって、今や天的な使命を帯びています。次にその将来の面については――「来るべき世々」に至ります。これらの御言葉は、私たちが召された召しについて示していますが、私たちの間でこれを真に理解している人はなんと少ないのでしょう！この幻と神聖な啓示とを喪失してしまった悲劇について、私たちは延々と述べることもできます。群衆が今この召しにあずかるのをほとんど不可能にする邪魔物が建て上げられており、それが伝統や組織によって群衆の手足を縛っています。この伝統や組織は責任者たちの自由を奪ってあまりにも束縛するものです。彼らの生計がそれにかかっているからです。そのため、彼らは神の完全な御思いの中に入ることができないのです。私たちはこの道を追うつもりはありません。むしろ神の御思いのこの積極面にとどまって、教会の偉大さというこの問題に迫るよう努めた方がいいでしょう――なぜなら、消極面はこれに優るものではないからです。


  私たちはこれまでキリストの偉大さについて考え、数章を費やしてその偉大さについて黙想してきました。次に、十字架――キリストの死と復活の及ぶ範囲とその内容――の偉大さを見ました。教会の偉大さを熟考するにあたり、教会が偉大なのは教会がこの他の二つの偉大な項目にあずかっているからであることがわかります。つまり、教会の偉大さとはキリストの偉大さであり、その十字架の偉大さなのです。この二つの偉大な項目が教会の真の性格を決めています。私たちはソロモンという予型を扱ってきました。この予型の描写は荘厳かつ壮大で、あふれるほど豊かです――ソロモンは予型としてキリストを示していますが、これは「ソロモンよりも偉大な者がここにいます」（マタイ十二・四二）という主ご自身の御言葉を思い起こさせます。しかし、ソロモンが前に進み出て注目されるようになったのは神の家と関係していたことを、私たちは思い起こす必要があります。神の家こそまさにソロモンに脚光をあてたものであり、ソロモンの威光の原因であり根拠だったのです。「家を建てなければならない」とダビデは心に思っていましたが、それは神の御思いでした。「あなたの心にこの事があったのは結構なことです」（列王記上八・十八）。ダビデの心の思いは主からでした。それゆえ、主はダビデにこの家に関する完全で完璧な啓示を託されたのです。ダビデは注目すべき言葉を述べました、「主の手によって書かれたものにより、私はこれをことごとく理解するようになった」（歴代誌上二八・十九）。これを説明するのは不可能です！それは明らかに神の御旨であり、そもそもこのような神の導きと示しからソロモンが登場したのです。ソロモンこそ、それを成就するよう託された者でした。主の御旨によると、ソロモンの栄光は主の家の栄光と関係しており、その偉大さは主の家の偉大さと関係していました。言い換えると、ソロモンが建てるこの家は、ソロモン自身の栄光と光輝を現し出すことになっていました。ソロモンが集め、あらゆる方法で主から与えられたものは、ソロモンが建てる家の中に組み込まれて、おもに具現化・顕現されることになっていました。


  もちろん、私たちは直ちに使徒の最上級表現に飛ぶことにします。「この御方に、教会により、またキリスト・イエスにより、栄光が代々いつまでもありますように」（エペソ三・二一、アメリカ標準訳）。このエペソ人への手紙は、次のことを示している点で、歴代誌のこの描写に対応しています。すなわち、キリストのからだである教会は、キリストの栄光と偉大さの化身となるよう、神によって選ばれ、任命され、啓示された器なのです。教会は器、乗り物であり、これにより、キリストのすべてが代々にわたって示されます。ある意味、実にこう言えるのです、イエス・キリストの啓示と、神がキリストを目の前に示されることとの間には関係があると。その理由は、この選びの民を得るためです。この選びの民は神が予知して予め定められた民であり、この民により神はキリストにあって宇宙に知れわたるため、宇宙中が驚きます。「……今や、主権者たちと権力者たちに（中略）教会を通して……」（エペソ三・十）。ですから、この家がソロモンの偉大さの現れだったように、教会がキリストの偉大さの現れとなることが神の思し召しなのです。


  この偉大さについて一望したので（もちろん、これを何らかの形で適切に理解するには、キリストの偉大さについてこれまで述べてきたことがすべて必要です）、祭壇とその供え物の偉大さについても思い出す必要があります。祭壇とその供え物はソロモンと共に登場したものでした――当時神にささげられた供え物は膨大なものでした。十字架におけるキリストの御業の偉大さは、教会がいかに偉大なものにちがいないかを示しています。キリストは教会を愛して、教会のためにご自身を渡されました。それは一つのいけにえであり、供え物であって、それと較べると、ソロモンがささげた数万の雄牛や羊も無にすぎません。この一つのいけにえはあまりにも偉大なため、予型では比較になりません。主イエスの十字架の御業は実に偉大なものでした。そうである以上、これは教会がどれほど偉大なものにちがいないかを示しているのではないでしょうか？教会は主ご自身のたとえ話では「高価な真珠」と呼ばれています（マタイ十三・四六）。それを得るために、神聖な商人である御方は自分の持ち物をすべて手放されました――この御方の持ち物「すべて」とは、この世の歴史が始まって以来、どんな商人も手にしたことのないものでした。この御方には富も豊かさもあり、この世の造られる前から神と共に持っていた栄光もありました。それは何か破壊しえないものであり、偉大な素晴らしいものでした。この御方は良い真珠を探しておられましたが、高価な真珠を一つ見つけると、すべてを売り払ってそれを得たのです。私たちにはこれを理解することはできません。私たちの理解力を超えているからです。しかし、御言葉にはそうあります。これは神聖な啓示です。十字架こそ教会の値段だったのです。何らかの言語を絶する理由により、教会は神にとってそのように価値あるものなのです。キリストは教会を愛されました。「神の教会を彼はご自身の血で買い取られました」。これは明らかにとても偉大な素晴らしいことです。


  教会が受けついだキリストの諸々の特徴


  さて、教会が受けついだキリストの諸々の特徴の中から、そのいくつかを見なければなりません。それは今話題にしている教会の何たるかを知るためです。教会とは何でしょう？教会はキリストに当てはまる特徴を受けついでいます。ですから、キリストに言えることは、神の御心によると、教会にも言えなければなりません。神が見ておられる教会はそのようなものなのです。


  （ａ） キリストの永遠性


  キリストについて考えた時、最初に熟考したキリストの特徴はキリストの永遠性、永遠の起源でした。キリストの永遠の子たる身分について復習する必要はないでしょう。これについては、キリストはこの世が造られる前から存在しておられた、と述べれば十分でしょう。時間――年と月、昼と夜、夏と冬――は諸々の天体がそれをつかさどることによって存在していますが、この時制が始まる前からキリストは存在しておられました。年と月、昼と夜、夏と冬は天体がつかさどっており、時間的要素です。そうしたものが存在する前から、キリストは存在しておられました。なぜなら、彼が万物を創造されたからです。今用いているこの「永遠」という言葉の意味は、過去に遡って時間の前にまで至ること、時間の諸々の区切りの前にまで至ること、歴史の前にまで至ることです。これはキリストに当てはまります。エペソ人への手紙は言います、教会はこの世の基が据えられる前から神の御心の中に存在していた、と。これは永遠の過去に、教会はキリストと同じように実在していたことを必ずしも意味しません。そうではなく、教会は「予知」されていたのです。「神はこの世の基を据える前から私たちをキリストにあって選び（中略）イエス・キリストにより私たちに子たる身分を授けてご自身のものとするようあらかじめ定めてくださいました」（エペソ一・四、五）。前に指摘したように、このエペソ人への手紙は時間の中にはありません。この手紙は時間的事柄、日々の生活の実際的事柄、この地上における私たちの歩みや行動に影響を及ぼしますが、この手紙は時間の存在しない領域にあります。この手紙は過去に遡り、その先にまで及びます。この手紙は時を超えて神聖な起源にまで至ります。神聖な起源こそ、この手紙の立脚点です。その意味するところを理解しないかぎり、教会について真に理解することはできません。これを理解する時、今日の「教会教（churchianity）」はすべて、なんと馬鹿げたものになることでしょう、なんとちっぽけで惨めなものになることでしょう。また、こう痛感せずにはいられないでしょう。すなわち、伝統的に「教会」と称されるようになったものを私たちが大いに重んじる時、それは神から見るとたんなる教会ごっこにすぎない、と。教会の神聖な光景を実際に一目でも見るなら、他のものはみな、つまらない、惨めな、馬鹿げたものになります。そして、私たちの内側で大いなる解放が起きるでしょう――しかし、それには照らしが必要です。


  教会はキリストの絶対的堅固さという特徴を帯びています。教会は時間の外側にあるものであり、この世が造られる前にキリストにあって選ばれました。真の教会の堅固さとは、神の御心によると、キリストご自身の堅固さです。これは神の根拠に基づいており、神の領域の中にあります。これは不動の、覆せない事実です。他の何ものもそうではありません。ああ、神の御心に在る堅固さよ！生き残るのは確実です。実に、生き残る以上です。私たちは昔の詩歌を歌います。


  
    「諸々の冠や王座は朽ち果て


    　いくつもの王国が興っては廃れる。


    　しかし、イエスの教会は


    　常に存在して永らえる。


    　地獄の門は決して


    　『教会に勝つことはない』」
  


  「わたしはわたしの教会を建てる。ハデスの門がこれに打ち勝つことはない」（マタイ十六・十八）。教会はキリストの命そのものの永遠性と不滅性を現しているのです。


  （ｂ） キリストの天的性質の奥義


  次に、キリストの天的性質について述べました。「わたしは天から下ってきました」（ヨハネ六・三八）。ここでも、彼がご自身の天的起源について絶えず繰り返し語られた御言葉を集める必要があります。この手紙のこの箇所では、教会が強烈に示されていて、次のように強調されています。「キリスト・イエスにあって、私たちを彼と共によみがえらせ、彼と共に天上に座らせてくださいました」（エペソ二・六）。ピラトに対するキリストの御言葉――「わたしの王国はこの世のものではありません」（ヨハネ十八・三六）――についても述べました。私は歴代誌下二八・五の最後の数節に感銘を受けました。「主はわが子ソロモンを選び、これを主の王国の位に座らせて、イスラエルを治めさせようとされた」。それはイスラエルの王国ではなく、イスラエルを支配する神の王国でした。「わたしの王国はこの世のものではありません」。言い換えると、「わたしの王国は神の王国です――この世の王国よりも遥かに大きく、それを超越しています。この世のものではありません。すなわち、たんなる一時的なものではないのです」。


  キリストはこの人類の他のだれとも全く「異なって」おられることを私たちは指摘しようとしました。彼は昔も今もなんと全く異なっておられることでしょう。全く別の領域から来られたのです！これは教会にも言えます。教会は全く異なるものであり、私たちに馴染みのあるものと全くかけ離れています。キリストについて述べたことは教会にも言えます――キリストがこの世を通過された時、理解されることも知られることもありませんでした。そして、「父以外に子を知る者はいません」（マタイ十一・二七）と積極的に断言されました。ここに一つの奥義があります。この「奥義」という言葉を使徒は何度も用いていますが、特にこの書でそうです。この言葉は説明するのがきわめて困難です。この言葉を説明しようとする時は常に、パラドックスに頼らざるをえません。なぜなら、奥義―― mysterium ――とはまさに隠れた顕現を意味するからです。これは矛盾でありパラドックスですが、これがこの言葉の本質です。神が現されますが、隠れた方法によってです。「父以外に子を知る者はいません」。しかし、それでも「わたしを見た者は父を見たのです」。御父はキリストにあって神として現されますが、それは隠れた方法によってであり、イエス・キリストを見るには特別な啓示を与える神の働きが必要です。神が主権的に働いて、あなたの心の目を開いてくださらないかぎり、あなたはイエス・キリストがいかなる方かを真に見ることはできません。これはこの地上におけるキリストの全生涯が示していることです。ある使徒は啓示を受けた瞬間、「あなたはキリスト、生ける神の子です」と言うことができましたが、これを聞いて喜んだ主は、「バルヨナ・シモン、あなたは幸いです。これをあなたに啓示したのは血肉ではなく、わたしの父だからです」（マタイ十六・十七）と言われました。しかし、その瞬間が過ぎ去って間もなく、啓示を受けたこの人は誓いと呪いをもってこの御方を否み、しかも三回もそうしたのです。もしその啓示が永続的なものだったとするなら、この人はどうしてそんなことができたのでしょう？奥義が啓示されて、それをこの人が見た時、それは神が主権的に働かれた瞬間でした。隠された方法で神が現されました。もっともそれはその瞬間しかもたず、次に幕が再び下りてきて、奥義のままになってしまったのです。


  キリストに言えることは教会にも言えます。キリストは天的であり、神が啓示してくださらないかぎり、キリストを理解することも知ることもできません。これを真に理解していただきたいと思います。一方において、これがどれほど私たちを無力な立場に置くのか、私は承知しています。そうならざるをえないのは良いことです。ですから、他方において次のことが必要です。すなわち、神ご自身の主権的啓示の働きに基づいて存在するに至った教会を、神は得なければならないのです。教会の純粋性のためにこれが必要です。もしだれもが教会を見て理解・把握できたなら、そして、人の理解力という限られた領域にまで教会が引きずり降ろされかねない事態になったなら、それは一体どんな教会になるでしょう？これこそまさにこれまで悪魔がしようとしてきたことです――悪魔は、だれでも理解できる所にまで教会を引きずり降ろそうとしてきたのです。それは、だれでも教会に入れるようになるためであり、あるいは「自分は教会の中にいる」とだれもが考えるようになるためです。悪魔はこの偉大な事実を排除することにより、なんという大混乱を巻き起こしたことでしょう！人々はこれをキリストに対して行い、キリストを史的イエスにしてしまい、言語を絶する損失を招きました。キリスト教の大半は今日、おぞましい状態にあります。キリストのパースンの扱いをこのように間違ったからです。彼らは史的イエスという基盤の上にすべてを築き上げようとしています。彼らは叫びます、「イエスに戻れ！」と（これが意味するのは、パウロから離れよということです）。これはまさに、この地的な人間的水準にまで物事を引きずり降ろして、だれでも理解・把握できるようにすることです。「私たちはパウロに従うことはできません。パウロはあまりにも奥義的で、この世離れしていて、よそよそしいです。単純な史的イエス、福音書のイエスに戻りましょう！」。これはまさに、神がそれを心にかけてこられたものを神にもたらすのに必要なものを投げ棄てることです。「父から賜ったのでないかぎり、だれもわたしのもとに来ることはできません」（ヨハネ六・六五）と主イエスは言われました。「だれもわたしのもとに来ることはできません」。男であれ女であれ、人を真にキリストにもたらすには、神の側で神聖な主権的働きが必要です。選択して行くことを決意してもだめです。「クリスチャンになろう」と言うことはだれにもできません。どの場合も神が何事かを行わなければなりません。それは神ご自身の主権的働きです。福音を安売りしてはいけません！もしそうするなら、門戸をあまりにも広げすぎて、しばらくすると、入り込んだものをしぶしぶ取り除かなければならなくなるでしょう。天的性格をキリストから受けついでいる教会は、啓示がなければその中に入れないものです。なぜなら、啓示以外に教会を知ることはできないからです。「知る者はいません……」。私たちにできるのは、こうした事実を述べることだけです。どんな教えもこれを成し遂げることはできず、この件に関して私たちは無力です。私たちのなすべきことは、ただ神聖な事実を述べることだけであり、啓示するのは神の役割です。しかし、神に感謝します、神は啓示してくださいましたし、今も啓示してくださいます。私たちの中にはこう言える人もいるでしょう、「神はこの件で私たちの心を照らしてくださいました。キリストと教会の啓示があらゆる方法で一大変化を引き起こしたのです」。もちろん、この「見る」機能は内住の聖霊による新生により元々備わっているものです。


  （ｃ） 神聖なパースンの諸々の特徴の現出


  キリストが教会の中で神を啓示される方法は、キリストが啓示される方法と全く同じです――神はご自身を人格的な方法で啓示されるのです。ヘブル人への手紙は、「神はこの終わりの時代、御子にあって私たちに語ってくださいました」という御言葉で始まります――御子という方法によったのです。これは「人格的な方法で」と言うのと同じことです。神が啓示される唯一妥当な方法は人格的方法です。神が語られる御言葉だけでは、たとえどんなに多くの御言葉があったとしても、神を真に知ることはできません。精神的・知的な神理解や神観念と、生ける、心を変容させる理解との間には、大きな違いがあります。私たちが生き生きと実際に神を知るためには、生ける人格的な方法で、神ご自身が私たちを訪れてくださらなければなりません。例えば、あなたがある人の伝記や自伝を読んだとしましょう。読み終わった後、あなたは「その人のことなら本で知っています」と言うかもしれません。しかし、それがどれほど真実だったとしても、実際にその人に会ってみると、本には書かれていなかったことがあることがわかります。そして、それがすべてを一変させてしまうのです。実際のところ、あなたは本を読んでも変わりませんでしたし、様変わりもしませんでした。あなたは色々な印象を受けはしましたが、あなたの命や性質はそれによって実際に変化しませんでした。しかし、当人に会うなら、あなたはその人から衝撃を受け、深い感銘を受けて、大きな影響を受けます。このようなことがよくあります。しかし、これはお粗末な例証にすぎません。命に至らせる神の啓示は、人格的方法によらなければなりません。神は御子のパースンにおいて到来し、受肉されました。あなたが御霊によりキリストの現実に実際に触れるとき、途方もない結果が生じます。福音書に記されている出来事がこれをいかに証明しているかはご存じでしょう。群衆がキリストに群がって、間近にまで押し迫ることが何度もありましたが、群衆には何も起きませんでした。しかし、群衆の中に一人の人がいました。その人には心の底からの必死な願いがあり、信仰がありました。その人は、「あの御方の衣に触れるなら、健康にしていただける」と言っていました（マタイ九・二一）。この人とキリストとの間には何らかの霊的つながりがありました。そのつながりは、キリストと彼に群がったその他の群衆との間には存在しないものでした。そして、その人が触れた時、その人は史的イエスではなく神のキリストを見いだしたのです。たんなるガリラヤ人ではなく現実の神の人を見いだしたのです。説明して定義するのは困難ですが、そこには違いがあったことがおわかりになるでしょう。これだけが十分な神の啓示です――それは人格的方法によるのです。


  この特徴を教会は受けついでいます。そしてこれこそ、「キリストのからだなる教会」という教会のこの定義の実際の意味です。「神はキリストを万物の上にかしらとしてお与えになりました」――この御言葉は「教会のかしらとしてお与えになりました」とは言っていません（そう言うのは正しいことなのですが、そうは言っていません）――そうではなく、「教会にかしらとしてお与えになりました」と言っています。教会がこの頭首権の下に来て、かしらであるこの御方との生き生きとした関係の中に入る時、教会はキリストにある「万物」の中に入ります。そしてキリストのからだとして、教会はキリストを現します。


  さて、教会の偉大さは以下の点に存します。すなわち、教会は今、この経綸において、そこで神を見いだせる所、神と会える所、神に触れられる所、神がご自身を啓示される所となるよう、神によって選ばれて立てられています。「二人または三人がわたしの名の中に共に集められるとき、わたしは彼らの真中にいます」（マタイ十八・二〇）。その所で神と会い、神を見いだし、神に触れることができます。そこに神の顕現の手段があるのです。


  ですから、教会はこの経綸時代、地上に存在するよう召されています。また、来るべき世々、まさに彼のからだとなるよう召されています。このからだを通して、神はキリストにあってご自身を現し、ご自身を知らされます。私たちが知っているもの、一般に教会と称されているものは、このような教会でしょうか？ああ、断じて違います！しかし、これが神の思し召しなのです。


  私はここのところアドルフ・ケラーの本を読んでいました。彼は世界中を旅して教会を訪問し、教会合同のために何ができるのかを見て回りました。私は彼の本で次のような文章に出くわしました、「私は認めなければならない。これまで壮麗な教会の建物の中に座すことはしばしばあった。ステンドグラスの窓や、彫刻されたパイプオルガン付きの建物である。しかし、例えば、男たちや女たちでごったがえしている、ウクライナの農夫たちの部屋の方が、『自分はキリストの教会の中にいる』と実感したのである。彼らは神の御言葉を聞くために、遠くから裸足でやって来た。このような貧しい小さな会衆や教会は、ユーゴスラビヤの山々、オルヒニアの寂れた村々、ベルギーの炭坑区、チェコスロバキヤの宿屋や倉庫に散在しているが――これらの諸教会は我々を真に謙らせるものである。なぜなら、これらの諸教会は我々に何度も何度も、真の貧困とキリストの真の富を示してくれるからである。しかも、今日我々が知っている教会は堅固に確立されていて自己充足している教会だが、そのような教会が示しえないような形で示してくれるのである」。次に、彼はこう述べます、「教会は神が当初意図された性質をもはや全く現していないし、現すこともできないのである」。神の御心の教会となんとかけ離れていることでしょう！真の教会は、神の御旨によると、キリストご自身がおられるところ、キリストが死と復活の前に受けていた諸々の地的制約なしに御業を進められるところ、それ以外の何ものでもありません。復活・昇天して高く上げられたキリスト、神がその内にあらゆる豊かさを宿らされたキリストが、真の教会の中におられます。この真の教会を特定することは不可能です。二人または三人が集められている所を見ることしかできません。あれやこれ、あるいは「教会」と称されている何か他のものを、真の教会と言うことはできません。そうです、真の教会は依然として奥義的なのです。真の教会とは積極的に表現されたキリストです。教会はキリストである以上、それはなんと偉大でしょう！


  私たちにできるのは事実を述べることだけであり、事実は以上述べたとおりです。次になすべきことは、「ああ、主よ、真の教会を啓示してください！」と主に祈ることです。


  （ｄ） 来たるべき日のための使命


  さて、最後に一言述べます。キリストにまつわる常に現存する支配的要素についてです。その意義はこれまで十分に考慮されてこなかったと思います。キリストが地上におられた時、キリストは常に前を向いておられたことに注意してください。キリストは常に来たるべき時のことを考えて話されました。これがキリストに関する支配的要因・特徴の一つです。「その日には……」（マタイ七・二二等）。キリストは来たるべき日を見据えつつ、それについて話されます。常にキリストの目は彼方の地平線に注がれており、その時起きることを話されます。「その時あなたたちは知るでしょう、その時あなたたちは見るでしょう、その時すべて明らかになるでしょう、その時それまで隠されてきた奥義的なものはすべて完全に明らかになるでしょう」。それは第一に聖霊の来臨と関係していました。しかし、書簡に来ると、この同じことが教会の場合にも支配的であることがわかります。今も力強い出来事、大きな可能性、大きな問題や責任がありますし、今も教会は、今この時でさえ、主権者たちや支配者たちに対して神の多種多様な智恵を啓示するための道具です（エペソ三・十）。しかし、その先行きは輝かしいものであり、すべてを支配しています。「……それは私たちが彼の栄光の賛美へと至るためです」（エペソ一・十二）。「それは、キリスト・イエスにあって私たちに与えられた彼の慈愛による恵みの卓越した富を、来たるべき世々に示すためでした」（エペソ二・七）。「……この方に、教会により、またキリスト・イエスにより、栄光が世々かぎりなくありますように」（エペソ三・二一）。


  今この時、ここでこれを述べる目的は、教会が召されている途方もない目標をあなたたちに思い出してもらうことです。教会が果たすべき使命という光に照らして見る時、教会はなんと偉大でしょう！なんと偉大な使命でしょう！私たちは多くの時間を費やして、教会の召命とは何か、来たるべき世々に教会はどうなるのか、考えることもできます。しかし、さしあたって、一つの点だけ見ることで満足しなければなりません。その一つの点とは、高貴な国、高貴な王の、市民、幸いな市民になることについてです。これには感謝すべき多くの祝福がありますが、王の家族や家庭の一員になること、統治する家の一員になることは、無限に偉大なことです。そして、これに教会は召されています。その土地の住民となるよう召されているだけでなく、この統治する家庭の構成員となるよう召されています。私たちはこの召しをもって召されています。このように側近となるよう召されています。「諸国民はその光の中を歩む」（黙示録二一・二四）という御言葉はこれを述べたものです。教会はこの特別な団体、選民であり、永遠から永遠に至ります。教会はそれ自身のためにあるのではありませんし、満足や歓びを味わうためにあるのでもありません。神の御手に用いられる道具となって、神の宇宙の中で、来たるべき世々にわたって、御座と緊密に連携して神に仕えるためにあるのです。教会はなんと偉大でしょう！これまで私たちが見てきたことよりも遙かに多くのことを見た使徒がこう述べているのももっともです、「あなたたちにお願いします。謙遜と柔和のかぎりを尽くして、あなたたちが召された召しにふさわしく歩いてください」（エペソ四・一、二）。次に、彼はこの歩みを日常生活全般と結びつけて言います、「もしあなたが真にこの教会の一員であり、これを真に理解しているなら、悪い父親や母親、悪い夫や妻になったりしないでしょう。悪い主人、女主人、僕になったりしないでしょう。こうしたことはみな、あなたの霊的理解の影響を受けるでしょう」。これはなんと実際的でしょう！高尚な教義を持ちながら貧しいクリスチャンである人々が大勢います。真理をすべて知っているにもかかわらず悪い雇用主である人々が大勢います。そんなものは教会ではありません。


  どうか主ご自身が私たちの心を開いて、主権的恵みをもって触れてくださいますように。それは私たちがこの真理を見て、それに同形化されるためです。


  



  第９章 第四部：神の御言葉の偉大さ


  



  聖書朗読：ヨハネ一・一、十四：黙示録十九・十三：ヨハネ六・六三：ヨハネ八・四七：十四・十


  



  神聖な啓示の四大項目の四番目に来ることにします――神の御言葉の偉大さです。直ちにこう言わせてください。神の御言葉が偉大であることを論じるつもりはありません。あらゆる種類の証拠を掻き集めて、神の御言葉の地位を実証する議論を構築することもできたでしょう。しかし、今このとき検討しようとしているのは、この偉大さの性質についてです。


  序論として、この問題についても、私たちの心を捕らえている他の三つの問題と同じように、こう述べさせてください。新たな理解が大いに必要です。聖書の霊感を示す議論から始めたところで、真の霊的価値という点であまり遠くまで進めないと思います。「根本主義」運動に興味を持って、聖書は表表紙から裏表紙に至るまで神の御言葉であることや、聖書が霊感されていること（逐語霊感や完全霊感）を証明しようとしたところで、それは霊的に私たちをあまり遠くまで導いてくれません。そのような運動を軽んじるわけではありませんが、大事なのは神の完全な御心と御旨にもたらされることです。そして、それは霊感に関する理論や解釈ではなしえません。それが実現されるのは、ただ神の御言葉の何たるかを真に知ることによります。なぜなら、神の御言葉は書き記された文字を遙かに超えているからです。


  神のパースンと神の御言葉の同一性


  序論を述べたことで、神の御言葉の偉大さの何たるかを示す地点に直ちに達したことがわかります。神の御言葉の偉大さの何たるかは、ヨハネによる福音書のまさに最初の御言葉の中に見いだされます。「初めに言葉があった。言葉は神と共にあった。言葉は神であった」。ご存じのとおり、ここでは特別なギリシャ語が使われており、他の箇所では別の言葉が使われています。「わたしがあなたたちに語った言葉は霊であり、命です」（ヨハネ六・六三、アメリカ標準訳）。この二つの御言葉の間に次の御言葉を置くことにします、「神に属する者は神の御言葉を聞きます。それゆえ、あなたたちが聞かないのは、あなたたちが神に属していないからです」（ヨハネ八・四七）――しかしそれでも、主はまさにこの御言葉を語って、その当人たちに聞かせました。彼らは他の人と同じように主の実際の御言葉や発言を聞きました。しかし、「あなたたちは聞いていません」と主は言われました――実にそれ以上のことを主は言われました、「あなたたちはわたしの言葉を聞くことができないのです」（ヨハネ八・四三）。これは神のパースンと神の御言葉の同一性を示しています。この問題については、キリストご自身や教会について言えることが神の御言葉にも言えます。これまで見てきましたが、キリストは天然の人にとって全くの謎であり、彼が人々の間を行き来されたこの世にとっても全くの謎です――普通の知性を有する人々や並外れた知性を有する人々、無学な人々や大学者、大いなる洞察力、天然的理解力、良い判断力と理解力を生来持ち合わせていたであろう人々、このような人々にとってキリストは全くの謎でした。キリストはこのような人々の間をいつも行き来されましたが、人々はキリストを知りませんでした。「父以外に子を知る者はいません」（マタイ十一・二七、アメリカ標準訳）。それは受肉した神の奥義だったのです。


  前の黙想では、これを教会にあてはめました。真の教会は、神の御心と啓示によれば、この地上で認識したり識別したりできるものではありません。真の教会は何か隠されているものであり、何か天的なものであって、奥義です。この地上に存在していますが、奥義です。その真の性質や正体は、知恵あるものや思慮深い者からさえも隠されており、人々の最高の能力・頭脳・知性をもってしても謎のままです。教会を人に理解させようとしたり、教会を人の理解・了解・知性の圏内にもたらそうとすることは、教会からその神聖な本質的要素を除き去ることであり、教会が力を剥ぎ取られる水準にまで教会を引きずり降ろすことです。この先どうなるかはこの事実に大いにかかっています。また、この事実は今日のいわゆる「教会」の弱さや効力の無さの大方の理由でもあります。


  さて、キリストと教会に言えることは神の御言葉にも言えます。神の御言葉は奥義です。神は隠れた方法でご自身を現されます――これは矛盾、パラドックスですが、これが奥義の意味です。


  神の御言葉は神の固有の言語である


  神の御言葉は第一に神の言語であり、ヘブル語、ギリシャ語、この地上のいかなる既知の言語でもありません。神の御言葉は神の言語であり、人のいかなる能力をもってしても知ることはできませんし、学ぶこともできません。今私が述べていることから、あなたは多くのことを聞いています。真理であると私が信じていることを聞いています――私はそれらが神の真理であると信じています――しかし、あなたは立ち去って、私が述べたことにある種の判断を下して、それっきりにしてしまいます。聞くことにより、また聞くことを通して何か別のことが起きないかぎり、肉体の耳で聞いたことよりも深い、そのさらに背後にあるものにもたらされないかぎり、そうなってしまいます。神ご自身から何かがあなたに臨まなければなりません。これが起きないかぎり、たとえあなたが何を聞いたとしても、それはほんの数時間、数日しか残らず、ついには全く消え失せて、聞いたことに対するあなた自身の決定や判断しか残らないでしょう。神の御言葉は、私がそれについて述べていることや神について述べていること――自分は真理を話していると私は信じていますが――とは、大いに別のものです。神の御言葉は奥義です。それは神の言語であり、神の言語を理解するには神から賜った何らかの能力を持たなければなりません。神の言語はこの世の外側にあるものであり、この世のあらゆる国民、言語、方言の外側にあるものです。それは何か異なる別のものであって、あなたは天から新たに生まれることによって天的な能力を受けなければなりません。そして、全く新しい言語を、まさに初歩である天のイロハから学ばなければなりません。たとえ聖書を表表紙から裏表紙まで知っていたとしても、神の言語の言葉を知らないおそれがあります。聖書の中に神の言語があるかもしれませんし、確かにあります。しかし、神の言語は実際の文字や言葉の中に含まれているものではありません。神の御言葉はそうしたものを超えたものであり、神のより深い言語です。この全く神聖な尊い書を読んだとしても、全く神の語りかけを聞かないおそれもあります。神の言語を聞くには、神の主権的働きが必要です。「イエス・キリストは神の御子である」と認識・識別することについて前に述べましたが、これもそれと同じでなければなりません。「これをあなたに啓示したのは血肉ではなく、わたしの父です」（マタイ十六・十七）。ですから、御言葉なる御方は御言葉として次のことを要求されます。すなわち、彼を識別するには、神の啓示というこの主権的働きが必要なのです。その認識は、以前引用した事例のペテロと同じように、束の間のものにすぎないかもしれません。そして、その受け手の内側に何か恒久的なことがなされないかぎり、なくなってしまうかもしれません。それは神の働きであるという事実は、人に責任を免れさせるものではありません。なぜなら、私たちは偏見を制することができるからです。聞いて受け入れようと熱心に待ち構えていることが、神と交わって活かされるのに必要不可欠な要素です。


  神の御言葉の本質はその霊性、その霊的性質であって、その天然性ではないことがわかります。史的イエスはあなたを決して救いません。復活・昇天して聖霊の力の中で到来されるキリストだけが、すべてに効力を与えることができます。歴史的文書としての御言葉はあなたを決して救いませんし、決して何事も成し遂げません。御言葉がその目的を果たすには、復活した主の御力の中で、聖霊の御力の中で臨まなければなりません。霊のものこそ神の真の御言葉です。「わたしがあなたたちに語った言葉は霊であり、命です」（ヨハネ六・六三）。「……文字からではなく、霊からです。なぜなら、文字は殺し、霊は命を与えるからです」（二コリント三・六）。御言葉が語られたとしても、神の働きがなければ、あなたにはそれが聞こえず、すべてが無駄になります。ですから、キリストと十字架を宣べ伝えても、それを人の知恵によって宣べ伝えたせいで、全く効果がないこともあるのです。


  御言葉による神の衝撃力


  さらに、これまで見てきたように、キリストは神の人格的衝撃力です。キリストが真に触れてくださる時、あるいは霊的な方法で真にキリストに触れる時、神を見いだします。前の黙想では、群衆がキリストに群がって押し迫った事例を示すことにより、これを示そうとしました。群衆はキリストを取り囲みましたが、何の効力もありませんでした。キリストは群衆にとって彼らの中の一人にすぎませんでした。しかし、群衆とは全く別の領域にいる一人の婦人がいました。彼女は信仰、神との本質的つながりを持っていました。彼女は言いました、「彼の衣に触れさえすれば、健康にしてもらえます」（マルコ五・二八、アメリカ標準訳）。そして、彼女は群衆をかき分けて進み、触れました。するとまさにその瞬間、彼女は健康になったのです。そして、キリストのすぐそばにいた群衆はキリストから何の益も受けなかったのですが、彼女はこの御方によって自分が神を見いだしたことを知りました。彼女は証しを得ました。その証しは全群衆の証しと対照的です。群衆はみなキリストを見、キリストから聞きました。また、キリストは始終群衆と共におられました。しかし、これを見いだしたのはただ一人だけでした。すなわち、ただ一人だけが神の衝撃力に出会ったのです。


  キリストについて個人的に言えることは、御言葉としてのキリストにも言えますし、神の御言葉にも言えます。


  神の御言葉は神の行動である


  神の御言葉は常に行動であることがわかります。これを忘れないでください！書き物としての聖書は必ずしも行動とはかぎりません。自分の聖書を読んでも何も受けなかった経験を、あなたはこれまで何度されたでしょうか？多くの人が私に言います、「真に生けるものとしての聖書を私は知りません。聖書を読みはするのですが、何かを得ているようには思えないのです」。これが普通の経験ではないでしょうか？ああ、そうなのです。神の御言葉はその枠組み、その経路よりも内側のものであり、神の真の御言葉は神の行動なのです。「主が仰せられると、そのようになり、命じられると、堅く立つ」（詩篇三三・九、アメリカ標準訳）。「信仰によって、世界は神の御言葉によって形造られたことを、私たちは理解します」（ヘブル十一・三）。ヨハネ十四章の「わたしがあなたたちに語る言葉は、わたしが自分自身から語っているのではなく、わたしの中に住んでおられる父が御業をなさっているのです」というこの節に気づかれたでしょうか？キリストはこの御言葉を首尾一貫させて、後半部分を前半部分に対応させられるだろう、とあなたは予期されたかもしれません。しかし、「わたしがあなたたちに語る言葉は、わたしが自分自身から語っているのではなく、わたしの中に住んでおられる父が語っておられるのです」とは彼は言われませんでした。「言葉…御業」と言われたのです。主イエスの御業のほとんどは御言葉によってなされました。主イエスが言葉を発すると、何かが起きました。「わたしがあなたたちに語る……」神の言葉は行動なのです。


  聖書を正しく知るとき、聖書はたんなる本では全くないことがわかります。聖書はある御方です。聖書は諸々の真理、教理、律法、戒め、細則を集めたものではありません。聖書はまさにひとりの御方です。聖書が常に私たちをこの御方に導かないかぎり、聖書はその目的を果たし損なったことになります――その御方とは主イエス・キリストです。全聖書にはたった一つの体系しかなく、それは人格的な体系――キリスト――です。あまり理解できないかもしれませんが、これについて考えてみてください。神の御言葉は創造的です。何かが起き、何らかの結果が生じるのです。


  以上述べたことは、「書き物としての御言葉そのものには何の価値も目的もない」ということではありません。聖書を手にしているというこの事実こそ、裁きの根拠になるでしょう。書き記された神の啓示を手にしているだけで、私たちは神に対して責任を負います。しかし、それが私たちの生活に何らかの効果を及ぼす力は信仰によります。信仰に基づく御霊の働きの連携によって活かされて、「知る」ようにされないかぎり、御言葉自体は文字の羅列のままであって「命」ではないのです。


  神の御言葉は霊である


  これを説明するために、次のような方法を試させてください。神の語りかけの目的は何でしょう？神の啓示全体の目的は何でしょう？神の御言葉の目的は何でしょう？たった一つの目的しかありません。それはご自身との失われた関係を回復することです。徹頭徹尾、神の御言葉の唯一の目的は、ご自身との失われた人格的関係を回復すること、元どおりにすること、再確立することです。これはどのようになされるのでしょう？人の言語や言葉で、どうやってそれが可能なのでしょう？人格的方法による以外にありません。ですから、生ける御方との関係が大切なのです。しかし、人が生ける神と生ける関係を持つことは、どうすれば可能なのでしょう？ありのままの人では全く不可能です。神は霊であり、ただ霊だけが神との生き生きとした関係を持つことができます。ですから、神の御言葉の目的が神との関係を回復することである以上、霊なる神とつながろうとしている人々の内に何か霊的なものが生じなければなりません。神の御言葉、キリストが語られた御言葉は、霊であり、命です。ですから、神の御言葉が常に必ず及ぼすべき効力は、私たちの霊を活かすことであり、私たちを神聖な命によって生かすことです。


  これが事実である以上、きっとあなたは私が冒頭で述べた、「神の御言葉について新たに理解することが今日大いに必要であり、神の御言葉に関するこの点を理解し損なったせいで、おびただしい弱さや損失が生じた」という言葉に同意してくれるでしょう。たとえ徹底的な根本主義者になって、聖書の権威や霊感について論じたとしても、依然として霊的に死んでいて効果がないおそれがあります。神の御言葉はそれ以上のものなのです。


  さて、神の御言葉を台無しにするには、イエス・キリストのパースンを台無しにすればいいことがわかります。逆もまた真です。これこそまさに悪魔がしようとしていることです。この二つは分けられません。この二つは共に進みます。キリストが神の御子であるなら、受肉した神であるなら、神の御言葉は至高の地位に立ちます。さて、神の御言葉のこの権威と至高性を排除するには、イエス・キリストのパースンを傷つけなければなりません。これこそまさに近代主義で起きていることであることがわかります。なぜ悪魔はキリストからその本質的神格を取り去って史的イエスにしようとしているのでしょう？人々をよみがえらせて生かすための、神の御言葉であるキリストの強力な衝撃力を奪い去るためです。ですから、神の御言葉は常にこの御方と共に進みます。近代主義は神の御言葉を人の言葉に貶おとしめることによって、キリストを偉人の水準にまで貶おとしめずにはいられません。それが論理的必然です。この二つは共に立つか、共に倒れるかのいずれかです。


  神の御言葉は全存在の原因である


  次に、これが事実であるからには、私たちはさらなる次の事実に導かれます。すなわち、私たちの存在のまさに原因、目的、理由は、神の言語であり神の行動である神の御言葉なのです。「信仰によって、この世界は神の御言葉によって形造られたことを、私たちは理解します」。神は命じて語られました。それは神の行動でした。ですから、この世界や諸々の時代が存在するのは、神が語られることによって何かが起きたためです。親愛なる友よ、私たちは主の新創造として、神が語ってくださったおかげでまさに存在しています。私たちは神の御言葉によって再び生まれました。御言葉の文字を受け入れて、それに応じようと努力し、何らかの決断を下したという理由だけで、再生されたのではありません。ああ、誤解して欲しくありませんし、批判的だと思われたくもありません。神に属しているものや、神に用いられる可能性のあるものを、それが何であれすべて、どれほど私たちが尊んで感謝しているか、神はご存じです。しかし、この一連の黙想で前に述べたように、福音的キリスト教の今日の大きな危機は、何でも安売りして、だれでもきわめて安易な道で中に入れるよう、可能なかぎり目いっぱい門戸を開け放つことにより、ひどく安直なものにしてしまったことです。事を難しくしたいわけではありませんが、この問題に関して次のことを理解する必要があると思います。すなわち、だれかを立ち返らせて神との関係を回復させるには、天然を全く超えた何かが必要なのです。ほかならぬ神の御言葉―行動が必要なのです。神との関係に関するかぎり、神の御言葉―行動は存在に至らせるものであり、それなしに何の存在もありません。神が語ってそれがなされる時だけ、新創造の一員としての私たちの存在が可能になります。自分を欺かないようにしようではありませんか。これはそうでなければなりません。「光あれ！」と仰せられた神が、私たちの心の中を照らさなければならないのです。


  そして、そのような時、私たちがキリストと教会について述べてきたように、永遠が時間の中に侵入します。永遠の到来により、時間の存在は一掃され、私たちは永遠なる神と結ばれます。何かが起きました――「わたしは彼らに永遠の命を与えます」（ヨハネ十・二八）。新生は新創造を生み出す御言葉の活動です。新創造の中には、永遠とつながっている新しい命があります。神の御言葉はなんと途方もないものなのでしょう！それはまさに存在そのものの問題なのです。


  神の御言葉によって支えられる


  それだけではありません。主イエスは、後で使徒たちによって解き明かされなければならないことを語られました。その解き明かしは聖霊が来臨される時になされるべきものでした。彼は言われました、「人はパンのみによって生きるのではなく、神の口から出る一つ一つの言葉によって生きます」（マタイ四・四）。人の存在が今話している神の御言葉のおかげであるだけでなく、人の生存もこの同じものに基づきます。この分与された霊の命を維持して、全行程にわたってそれを支えるのは、神の御言葉によります。そして、それは聖書を読む以上のことです。もう一度尋ねさせてください。私たちは大いに正直になろうではありませんか（正直になる余地がありますし、その必要もあります。誤解されかねないことは承知しています。しかし、核心に迫って、人々を欺きや誤った立場から救うために、私は危険を冒すことにします。ここで正直さが必要になるのです）――あなたは聖書を読むことによって、自分の霊の命が支えられ、養われ、建て上げられるのを、常に継続的に経験しておられるでしょうか？聖書を学ぶことによって、自分が霊的に前進して成長するのを、あなたは常に経験しているでしょうか？大学は法律や哲学の博士をつくることはできますが、真の意味で、神の御言葉の博士をつくることはできません。ただ聖霊だけがつくることができます。なぜなら、それは霊的な事だからです。正直にこの事実に向き合わなければなりません。聖書はあらゆる本の中で最も偉大な本であり、神が与えてくださった本ですが、本としての聖書を読むことと、神が聖書を通して到来されることとの間には、ある違いがあります。聖書を通して神が到来される時、私たちはこう言わざるをえません、「ああ、これまで何回もこの節を読んできましたが、このようなものをその中に見たことは決してありませんでした！神は今、この御言葉によって私に語ってくださいました。この御言葉は幼少の時から知っていましたし、私にとって最も馴染み深い聖書の句でした。神はこの御言葉を通して、かつてない方法で、今語ってくださったのです！」。これが私の言わんとしていることです。神の御言葉が背後にあるおかげで、私たちの命はまさに支えられているのです。その意味は、神からの何かが彼方から到来しつつある、ということです（彼方と言っても、様々な経路や方法を通して来ることもあります）。何か特別なもの、何かさらに優れたものが、背後から、彼方から到来して、私たちに届いているのです。この問題について結論を下す時、「自分は聖書に関する何か新たな理解に達したのではなく、この御言葉という手段によって、主を知る新たな知識に達したのです」と私たちは言わざるをえません。書き記された御言葉と共に働いてそれを主の化身とする、神の主権なるものが存在するのです。


  神の御言葉には人間的解釈ではなく神聖な解釈が必要である


  これから一、二のことがわかります！第一は、なぜ互いに相反して排斥しあっている施設がこんなにたくさんありえるのか、ということです。それらの施設はどれも「聖書に基づく」と主張しているにもかかわらず、この有様です。「自分たちの存在及び制度は聖書によって保証されている」と主張しない教派や宗派は一つもありません。それにもかかわらず、ほとんどの場合、互いに排斥しあっています。これはどう説明できるのでしょう？よく聞いていただきたいのですが、このようなものが存在する事実のせいで、霊的に制約されているのです。特別な制度、規約、聖職上の地位や、そうしたものに属するあらゆるものをしばし忘れて、主の民がどこか一つの場所に集まり、その場所でただ主の民として過ごすなら、皆が自分たちの様々な教会部門主義の線に沿って進む場合と比べて、より多くの命と豊かさを経験するでしょうし、主をよりよく感じることができるでしょう。そこで主に出会うからです。このような状況があるべき状況ではないでしょうか？


  今しがた述べたような意味で――すなわち、神が到来して照らし、生かし、新創造の働きを行ってくださる、という意味で――私たちが神の御言葉を持っていたなら、そこには多様性もあるでしょうが、他方において、そこには本質的一つや合一があって、何の矛盾もないでしょう。自然はこの大いなる比喩です。奇妙なことに、自然の中には神が与えられたあらゆる色彩があるにもかかわらず、不調和は実際のところ見られません。しかし、もしあなたがそうした色合いの衣を着ようとするなら、不調和が生じます。あらゆる色彩を帯びた園でも、その中には何の不調和もありません。神の領域には、たとえ無限の多様性があったとしても、何の矛盾も不調和もありません。聖霊は唯一であり、神は唯一です。神の御言葉を人間的に解釈する立場、人の知性で聖書を取り扱って理解する立場を離れて、神聖な意義を啓示する神の啓示を得るなら、その時、絶対的な一つが生じ、矛盾や排他的姿勢は消え去るでしょう。あなたは地的立場を離れて、天的立場に達します。


  ですから、神の御心によると、天的なものである教会は全くこの地上に属しませんが、この教会に言えることが神の御言葉にも言えます。あなたがこの立場に真に達する時、文字の立場ではなく神の御言葉の本質的性質の立場に達する時――あなたは地的水準からかけ離れた水準に達し、不調和や矛盾がなくなるのを経験します。こうしたすべての問題について、神の民が人の水準を離れて神の水準に達することが大いに必要です。神の御心と御旨の核心の中に直ちに入り込むことが必要です。それには代価が必要です。前に述べたように、キリスト教は現在がんじがらめの組織になってしまっており、その中にいる大部分の人が神の完全な御想いの中に入れずにいます――特に、その中で働いている人にとってそうです。なぜなら、神の完全な御想いの中に入ることは、あらゆる手を尽くしてこの組織から逃れることを大いに意味するからです。しかし、ああ！人が神の完全な御想いの中に入るとき、その人はこの組織から逃れ、代価を払い、従順になります。天の幻ビジョンが到来するとき、それに逆らうことはできません。神が語られるとき、あなたは聞かざるをえず、語っておられるのは神であることを知ります。そして、あなたは心から神に応答し、あらゆる代価を払って前進します。その時、あなたは霊的に大いに拡大される域に達し、豊かな領域に達します。


  信仰が神の御言葉に伴わなければならない


  要約します。神の御言葉の本質的性質は、「神は霊である」という神の本質的性質と同じです。神は霊なので、神の御言葉も霊です。そして、伝達手段としての神の御言葉が、生ける御言葉であるキリストの本質的性質を決定します。なぜなら、キリストを知るには御霊による以外にないからです。これまで述べてきたように、人々は自分の目でキリストを見たにもかかわらず、彼を理解することも、彼に聞くことも、彼を知ることもできませんでした。元来、キリストの実際の性質は、彼が霊的に何であられるかです。パウロはこれを完全に明らかにしています、「かつては肉にしたがってキリストを知っていましたが、今はもはやそのような知り方はしません」（二コリント五・十六、アメリカ標準訳）。パウロは断言しているわけではありませんが、明らかに次のことを示唆しています。すなわち、キリストを知る私たちの知識は、今や、史的イエスを知る知識ではないのです。今から後、私たちは御霊にしたがってキリストを知ります。神の御言葉の実際の性質は、キリストが本質的かつ霊的に何であられるかです。ですから、神の御言葉の本質的性質は、教会が霊的に何であるかでもあります。神は霊です。神の語りかけの手段・媒体は、御霊にしたがって知るキリストです。神の語りかけを盛る器――教会――は霊的です。教会として、私たちはこれによって試されます。私たちが聖書に聞く時、人々が書き記した言葉以上のものを聞いているでしょうか？神が与えてくださらないかぎりだれも聞くことのできない、さらに優ったもの、別のものを、私たちは教会として、聖書から聞いているでしょうか？私たちはこれを聞いているでしょうか？これが真実となるとき、教会は霊的力、霊的命を帯び、霊的に成長します。教会に言えることは、もちろん、その各肢体にも言えなければなりません。このからだの一人一人の肢体が霊的人物にならなければなりませんし、霊的誕生によってそうならなければなりません。「御霊から生まれた者は霊です」（ヨハネ三・六）。神の御言葉を絶えず実際に聞くには（とはいえ、神は主権をもって行動して、再生されていない人でも、御言葉を通して自分に語られていることを知ることができるようにしてくださいます）私たちの内側で何かがなされなければならず、それを絶えず維持してもらわなければなりません。万物の背後に神と共に在るのは霊のものです。神はご自身を天然のものよりも霊のものに結びつけられました。これについてこれ以上述べるのはやめることにします。


  これには大きな違いがあります。また、神の御言葉は実際のところ何なのか、その可能性や潜在力はいかなるものなのか、そして、その偉大さの性質はいかなるものなのかを知ることが大いに必要です。主の助けによりこれをあなたが理解できるかどうか、私にはわかりません。大切なのは口先だけの言葉ではありません。大切なのは神ご自身の衝撃力であり、その衝撃力は傑出しています。そこで、宣べ伝える時、聖書を読もうとする時、信仰が必要なのです。神の到来を伴わない宣べ伝えもありえます。そのようなことがかなりあります。しかしそれでも、宣べ伝えを通して到来することを神は定められました。ですから、だれであれ宣べ伝える人にできるのは、ただ信仰によって宣べ伝えて、神の真理を宣言することだけです。宣べ伝える人は次のことを思い出さなければなりません。すなわち、神の主権的働きが必要であり、神が語っていることを神が各人に悟らせてくださることが必要なのです。人だけでなく神が必要です。数百の人が集まるかもしれませんが、神の語りかけを聞くのはその中の一人かもしれません。私たちは神のこの主権にかかっています。神はほむべきかな、それはこのように働くのです！人々は言うことができますし、私たちも自分自身の霊的経歴を回顧して言うことができます、「私は聖書を十分よく知っていました。聖書を引用したり、解析したり、示すことができました。しかし、ある日、神は聖書を通して臨んで私を打たれました。その時から、私にとってとても馴染み深かった聖書は、新しい生活と全く新しい立場の基盤となったのです」と。神の御言葉の到来とはこういうことです。


  今日実際に必要とされているのは、神の御言葉の本質的・内在的偉大さを回復することであり、御言葉は神であって私たちに人格的影響を及ぼすという事実を回復することです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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